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大和ゆとりの森

「住めば健康の町」を目指して
大磯町長　池田　東一郎
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を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
18
歳
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
無

償
化
や
小
学
校
給
食
の
無
償
化
を
実
現
し
、

こ
ど
も
ま
ん
な
か
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
就

任
す
る
な
ど
、「
子
育
て
す
る
な
ら
大
磯
」

と
、
子
育
て
支
援
で
選
ば
れ
る
町
を
目
指

し
て
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
度
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
国
民

健
康
保
険
事
業
で
は
、
被
保
険
者
数
の
減

少
に
よ
る
保
険
税
収
入
の
減
の
ほ
か
、
被

保
険
者
の
年
齢
層
が
高
く
医
療
費
水
準
が

高
い
こ
と
か
ら
、
不
足
す
る
財
源
確
保
の

た
め
に
、
税
率
額
の
改
正
を
行
い
、
併
せ

て
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
財
源
確
保
に
向
け
て
、
国
民
健

康
保
険
税
の
収
納
率
向
上
や
、
医
療
費
の

適
正
化
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た
財
政
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
の
更
な
る
健
康
増
進
の
た

め
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
特
定
健
診
や
特

定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
、
管

理
栄
養
士
と
い
っ
た
専
門
職
が
在
籍
し
て

い
る
所
管
課
が
連
携
し
、
よ
り
効
果
的
な

業
務
実
施
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
町
内

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
施
設
健

診
と
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
等
で
実
施
す
る

集
団
健
診
の
2
方
式
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

健
診
受
診
率
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
医

師
会
の
先
生
方
の
協
力
や
、
未
受
診
者
に

　

大
磯
町
は
、
湘
南
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
、
南
は
こ
ゆ
る
ぎ
の
浜
（
相
模
湾
）、

北
は
高
麗
山
や
鷹
取
山
な
ど
の
丘
陵
と

い
っ
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
歴
史
と

自
然
と
文
化
が
調
和
し
た
町
で
す
。

　

大
磯
町
役
場
下
の
照
ヶ
崎
海
岸
は
、
5

月
初
旬
か
ら
10
月
頃
ま
で
、
海
水
を
飲
み

に
群
れ
で
飛
来
す
る
ア
オ
バ
ト
の
集
団
海

水
吸
飲
飛
来
地
と
し
て
神
奈
川
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
は
、
こ
の
照
ヶ
崎
海
岸
が

海
水
浴
療
法
に
適
し
た
場
所
と
し
て
、
初

代
陸
軍
軍
医
総
監
の
松
本
順
氏
に
よ
り
、

健
康
増
進
、
予
防
医
学
の
考
え
に
基
づ
い

た
日
本
で
初
め
て
の
海
水
浴
場
が
大
磯
に

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
こ
う
し
た
先
人
の
想
い
も

大
切
に
し
な
が
ら
、
も
っ
と
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
町
の
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
に
は
、
安
心
し
て
子
育
て

対
す
る
受
診
勧
奨
に
努
め
、
年
々
上
昇
し

て
お
り
、
令
和
6
年
度
か
ら
は
、
集
団
健

診
、
も
し
く
は
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
を
35

歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
若
い
世
代
を
含
め
、
被

保
険
者
の
主
体
的
な
健
康
保
持
に
繋
が
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

「
第
九
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
や
介

護
予
防
な
ど
の
推
進
に
向
け
て
、
団
体
活

動
へ
の
支
援
や
、
各
団
体
が
実
施
す
る
介

護
予
防
教
室
な
ど
へ
の
講
師
の
派
遣
な
ど

の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
令
和
6
年
度
か
ら
は
、「
通
い
の

場
活
動
」
の
普
及
を
目
指
し
、
自
主
的
に

介
護
予
防
を
含
ん
だ
活
動
を
行
っ
て
い
る

グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
を
拡
充
し
て
い
ま
す
。

　
「
通
い
の
場
」
は
、
地
域
の
絆
を
深
め

る
も
の
と
し
て
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
も
踏
ま
え
、
令
和
6
年

度
か
ら
令
和
8
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
料

の
基
準
額
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化
率
が
上

昇
し
て
い
る
中
、
月
額
4
7
0
0
円
と
し
、

全
国
平
均
6
2
2
5
円
を
下
回
り
、
県

内
で
一
番
低
く
抑
え
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
町
民
の
皆
様
に
健

康
で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
け
る
「
住
め

ば
健
康
の
町
」
を
目
指
し
て
全
力
で
取
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
住
め
ば
健
康
の
町
」

を
目
指
し
て

大磯町長

池田　東一郎



◦ も ◦ く ◦ じ ◦

神奈川のこくほ・かいご⃝2024 秋2

01　かながわTOP紹介
　　　大磯町長　池田　東一郎

03　保険者紹介コーナー
　　　大和市
　　　「�ウェルビーイングを実感できる

まちを目指して」

07　健康わがまち
　　　愛川町
　　　積極的に健康づくりを実践し、
　　　心豊かな愛川を

09　日本大通り発
　　　神奈川県福祉子どもみらい局
　　　福祉部高齢福祉課
　　　「�かながわ高齢者保健福祉計画
　　　�（第9期）の策定」

11　こくほ随想
　　　「中国古典との出会い」
　　　　江利川　毅

13　こころとからだ
　　　～健康のはなし～
　　　「ストレスと食生活」
　　　　北岡　和代

14　国保連発信

23　国保連日記帳

27　今後の予定／伝言板／編集後記

■表紙の説明　　　「大和ゆとりの森」

　平成19年に開園した、大和ゆとりの森です。遊具が充実しており、
休日になると市内外からの家族連れでにぎわいます。修景池ゾーンの
芝生広場では、ピクニックを楽しむこともできます。
アクセス：小田急江ノ島線「高座渋谷駅」と「桜ヶ丘駅」から 徒歩25分
住　　所：大和市福田4112

2024
秋号
vol.415



神奈川のこくほ・かいご·2024 秋 3

大和市　概　要 （令和6年7月1日現在）

人　口：243,990人
世帯数：116,771世帯
面　積：27.09㎢
市の花：野ぎく
市の鳥：オナガ
市の木：山ざくら大和市

大和市
ウェルビーイングを

実感できるまちを目指して

なでしこレジェンドが大和市にやって来た！
「大和なでしこサッカーフェスティバル」

　大和市は、大和スポーツセンター、大和スタジアム、多目的スポーツ広場（大和ゆとりの森）など、
スポーツ環境の整備を進めてきました。
　本市の特徴の1つとして、2011年FIFA女子ワールドカップドイツ大会で川澄奈穂美選手ら本市に深い
ゆかりのある選手が選出されていたこともあり、現在では、地域資源の一つである「女子サッカー」を
基軸とした施策を展開し、女子サッカーへの支援、施策を推進しています。
　本市のホームタウンチームに認定されている「大和シルフィード」が、なでしこリーグにて、熱戦を
繰り広げているほか、本市をホームタウンとする「横浜F・マリノス」も、Jリーグ観戦の機会の提供や、
サッカー教室の開催等、幅広い活動を行っています。
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●
　
国
　
保
　
●

■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制

　

本
市
の
国
保
加
入
者
数
は
令
和
6
年

7
月
1
日
現
在
で
4
万
3
1
1
1
人
、

世
帯
数
は
3
万
1
5
3
世
帯
で
、
加
入

率
は
そ
れ
ぞ
れ
17
・
6
％
、
24
・
7
％
。

団
塊
世
代
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
や
社
会
保
険
の
適
用
拡
大
等
の
影
響

に
よ
り
、
被
保
険
者
数
は
年
々
減
少
し
て

お
り
、
現
在
、
本
市
の
国
保
加
入
者
は
人

口
の
2
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
年
金
課
は
、
国
保
年
金
係
、
保
険

給
付
係
、
高
齢
者
保
険
係
の
3
係
か
ら

な
り
、
資
格
管
理
、
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
業
務
、
給
付
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
業
務

は
総
務
部
収
納
課
で
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
等
の
保
健
事
業
は
健
康
福

祉
部
医
療
健
診
課
及
び
健
康
づ
く
り
推
進

課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
国
保
財
政
の
安
定
化
に
向
け
た
取
組
み

　

令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
は
2
1
4
億
5
9
7
8
万
2

千
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て
3
・
7
％
減
。

全
国
的
に
国
保
加
入
率
が
減
少
し
て
い
る

中
で
、
本
市
の
加
入
率
も
同
様
に
減
少
傾

向
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歳
出

予
算
の
う
ち
の
保
険
給
付
費
は
前
年
度
と

比
較
し
て
4
・
4
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
前
期
高
齢
者
率
は
令
和
5

年
度
で
37
・
6
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て

お
り
、
被
保
険
者
の
高
齢
化
や
医
療
の
高

度
化
等
の
影
響
に
よ
り
、
一
人
あ
た
り
の

医
療
費
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
年
々
財
源
確
保
が
難
し
い
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
6
年
度
は
、

平
成
24
年
度
以
来
と
な
る
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
等
改
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
1
月
か
ら
は
、
国

民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
・
そ
の
他
変

更
な
ど
の
全
て
の
手
続
を
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
ま
し
た
。
国
保

と
社
保
の
二
重
加
入
者
の
解
消
が
進
ん
で

い
る
ほ
か
、
来
庁
せ
ず
に
手
続
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
被
保
険
者
か
ら
は

「
便
利
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
の
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
国
保
財
政
の
安
定
化
を
図
る

た
め
、
資
格
の
適
正
化
や
国
民
健
康
保
険

税
の
収
納
率
向
上
対
策
、
医
療
費
の
適
正

化
、
特
定
健
診
等
の
保
健
事
業
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

■
健
診
・
検
診
へ
の
意
識
向
上
を
図
る

　

本
市
で
は
特
定
健
康
診
査
の
受
診
券
を

が
ん
検
診
等
と
一
体
的
に
作
成
し
て
お
り
、

が
ん
検
診
と
の
同
時
受
診
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。
検
査
内
容
や
医
療
機
関
一
覧
等
を

掲
載
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
見
や
す

い
よ
う
に
フ
ル
カ
ラ
ー
で
作
成
し
て
い
る

ほ
か
、
目
に
留
ま
り
や
す
い
よ
う
、
緑
色

の
角
2
封
筒
に
同
封
し
、
送
付
す
る
こ

と
で
市
の
実
施
し
て
い
る
健
診
・
検
診
へ

の
意
識
向
上
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

受
診
率
向
上
に
向
け
て
は
、
令
和
5

年
度
に
は
未
受
診
者
全
員
に
加
え
、
特
定

健
診
の
対
象
と
な
っ
た
ば
か
り
の
年
度
末

年
齢
が
40
歳
と
な
る
未
受
診
者
を
対
象
に
、

ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た
勧
奨
通
知
を
実

施
し
ま
し
た
。
令
和
6
年
度
も
特
定
の
対

象
の
年
齢
等
に
絞
っ
た
勧
奨
通
知
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
全
体
の

■市の概要
　本市は神奈川県のほぼ中央部に位置し、東は横浜市に、西は座間市、海老名市、綾瀬市に、南
は藤沢市に、北は、相模原市、町田市にそれぞれ囲まれています。
　市の面積は27.09㎢であり、南北に細長く、丘陵起伏がほとんどない都市です。
　鉄道は中央部を東西に相鉄線、南北に小田急江ノ島線が走るほか、北部には東急田園都市線が
乗入れ、狭い市域に8駅があります。このため、市内のどこからも最寄りの駅まで10分前後で行
けるという便利さがあります。また、道路網も国道246号線や国道467号線、主要地方道丸子中
山茅ヶ崎線などが東西、南北に走り、交通の便も非常に良いといえます。

食事教室（特定保健指導） 保険年金課の様子



神奈川のこくほ・かいご·2024 秋 5

約
9
割
を
市
で
実
施
し
、
一
部
を
市
内
医

療
機
関
に
委
託
し
て
い
ま
す
。
市
主
催
で

は
管
理
栄
養
士
・
保
健
師
等
に
よ
る
「
食

と
健
康
の
教
室
」、
健
康
運
動
指
導
士
や

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
講
師
を
務
め
る「
運

動
教
室
」
な
ど
の
集
団
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
教
室
は
参
加
者
の
興
味
・
関
心

を
引
く
よ
う
、
測
定
（
歩
行
姿
勢
測
定
等
）

を
実
施
し
た
り
、「
太
ら
な
い
✿
お
や
つ

の
食
べ
方
講
座
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講
座

を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
毎
年
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。
教
室
参
加
者
に
は
ヤ
マ
ト
ン
健

康
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
し
て
活
用
。
さ
ら
に
教
室
の
参
加
が

難
し
い
人
に
は
窓
口
や
訪
問
な
ど
対
象
者

の
都
合
に
合
わ
せ
た
場
所
で
個
別
相
談
を

実
施
し
、
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
だ
け
で
は
な
く
、
糖
尿
病

性
腎
症
重
症
化
予
防
や
低
栄
養
予
防
等
の

保
健
指
導
を
実
施
し
て
お
り
、
切
れ
目
の

な
い
支
援
で
市
民
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
I
C
T
を
活
用
し
た
教
室
の
予

約
や
個
別
面
談
が
で
き
る
体
制
を
整
え
、

よ
り
利
用
し
や
す
い
保
健
指
導
を
目
指
し

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
収
納
率
向
上
対
策

　

令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
収

納
率
は
、
現
年
度
が
90
・
32
％
で
前
年
度

比
0
・
66
ポ
イ
ン
ト
の
増
、
滞
納
繰
越

分
が
21
・
51
％
で
前
年
度
比
3
・
55
ポ

イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
市
税
と
併
せ
た
総
合
徴
収
を

行
っ
て
お
り
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ
納

付
、
ア
プ
リ
を
利
用
し
た
p
a
y
払
い

等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
を
導
入
し
、

納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
土
曜
・
日
曜
日
に
も
窓
口
を

常
設
し
、
平
日
に
休
み
の
と
れ
な
い
方
の

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

納
付
催
告
と
し
て
、
年
5
回
の
催
告
書

の
一
斉
送
付
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置

等
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
も
滞
納
が
解

消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
積
極
的
な
滞
納
処

分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
経
済
的
な

困
窮
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、

滞
納
処
分
の
執
行
停
止
や
自
立
支
援
な
ど

の
関
係
部
局
と
の
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

滞
納
処
分
は
給
与
等
を
中
心
と
し
た
差

押
え
の
早
期
着
手
や
不
動
産
の
公
売
、
捜

索
実
施
後
の
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公

売
等
を
定
期
的
に
行
っ
て
お
り
、
国
保
財

政
の
安
定
化
の
た
め
収
納
率
の
向
上
を

日
々
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
　
介
　
護
　
●

■
介
護
の
概
要
と
実
施
体
制

　

本
市
の
介
護
保
険
第
一
号
被
保
険
者
数

は
5
万
8
5
3
5
人
、
う
ち
居
宅
介
護

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
は
7
3
0
1
人
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
1
2
6
5
人
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
8
7
2
人
、
介
護
老

人
保
健
施
設
4
0
2
人
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
0
人
、
介
護
医
療
院
36
人
で
す
。

（
令
和
6
年
6
月
分
介
護
事
業
状
況
報
告

数
値
）

　

介
護
保
険
課
は
、保
険
管
理
係
、給
付
係
、

事
業
者
指
導
係
、
認
定
係
の
4
係
で
す
。

■
高
齢
化
率
と
認
定
率
の
状
況

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
令
和
6
年
7

月
1
日
現
在
で
、
住
民
基
本
台
帳
登
録

「福祉ここから相談窓口」
　本市では、複合的な福祉課題を抱える市民への支援体制を充実するため、
令和6年4月から高齢、障がい、子育て、生活困窮といったそれぞれの窓
口を『福祉ここから相談窓口』と位置付け、複合的な福祉課題の相談に対
し、関係各課が一体となって支援の方策を考えていく運用を開始していま
す。これに合わせ、健康福祉総務課に「包括支援係」を設置し、「福祉こ
こから相談窓口」で受けた相談が単独の窓口では対応が困難な場合に、関
係各課が集まって協議を行う場を設けるなどのコーディネートを担ってい
ます。本市では、世帯の抱える「課題」ごとではなく、「世帯」ごと支援
をしていく体制を目指しています。

保険者

自　慢

コグニサイズに挑戦
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者
数
24
万
5
3
4
5
人
に
対
し
65
歳
以

上
人
口
5
万
8
5
7
1
人
で
、
23
・
87

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
2
年
ま
で

は
年
々
上
昇
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
市

の
総
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
と
、
特

に
生
産
年
齢
人
口
（
15
～
64
歳
）
の
増
加

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
令
和
3
年
以
降

は
23
・
8
～
23
・
9
％
と
横
ば
い
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
全
員
後

期
高
齢
者
と
な
る
令
和
7
年
に
は
、
後

期
高
齢
者
人
口
は
3
万
5
0
0
0
人
を

超
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
介
護
や
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
、

生
産
年
齢
人
口
は
令
和
9
年
か
ら
減
少

へ
と
転
じ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
6
年
3
月
末
の
第
一
号
被
保
険

者
数
は
5
万
8
4
5
4
人
（
う
ち
前
期

2
万
5
0
0
6
人
、
後
期
2
万
4
0
6

4
人
）、
う
ち
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

数
は
8
5
9
9
人
（
う
ち
前
期
9
0
0
人
、

後
期
7
4
5
8
人
）
で
14
・
7
％
（
前
期

3
・
5
％
、
後
期
30
・
9
％
）
の
認
定

率
で
す
が
、
令
和
22
年
に
は
第
一
号
被
保

険
者
数
は
7
万
2
9
7
4
人
（
う
ち
前

期
3
万
7
1
5
8
人
、
後
期
3
万
5
8

1
6
人
）、
う
ち
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
数
は
1
万
4
9
5
0
人
（
う
ち
前
期

1
7
6
1
人
、
後
期
1
万
2
8
9
8
人
）

で
認
定
率
は
、
20
・
4
％
（
前
期
4
・

7
％
、
後
期
36
・
0
％
）
に
上
昇
す
る

と
推
計
し
て
い
ま
す
。

■
介
護
予
防
の
取
り
組
み

　

本
市
で
は
、
認
知
症
や
軽
度
認
知
障
害

（
M
C
I
）
の
市
民
の
数
が
1
万
人
を
超

え
て
い
る
と
推
計
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
認

知
症
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
認
知
機
能

の
低
下
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
進
行
を

少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
認
知
機
能
検
査
「
脳
と
か
ら
だ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
や
認
知
症
予
防
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
教
室
な
ど
、
市
民
が
認
知
症
に
備
え
る

た
め
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。
国
立
長

寿
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
開
発
し
た
認
知

機
能
評
価
ア
プ
リ
「
N
C
G
G
-
F
A
T
」

を
活
用
す
る「
脳
と
か
ら
だ
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
」
は
、
平
成
30
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
こ

れ
ま
で
に
1
2
6
3
名
が
受
検
し
て
い

ま
す
。
検
査
は
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で
様
々
な

認
知
課
題
に
取
り
組
み
、
記
憶
や
空
間
認

知
な
ど
の
項
目
で
判
定
さ
れ
ま
す
。
受
検

後
は
、
市
の
保
健
師
が
認
知
機
能
低
下
に

備
え
る
た
め
の
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

検
査
の
結
果
、
個
別
性
の
高
い
保
健
指
導

が
必
要
な
市
民
に
は
、
自
宅
を
訪
問
し
、

生
活
習
慣
の
改
善
指
導
や
医
療
機
関
受
診

の
勧
奨
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
認
知
機
能

低
下
の
予
防
の
取
組
に
参
加
し
た
い
受
検

者
に
対
し
て
は
、
認
知
課
題
と
運
動
課
題

に
同
時
に
取
り
組
む
こ
と
で
認
知
機
能
低

下
の
抑
制
を
目
指
す
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム「
コ

グ
ニ
サ
イ
ズ
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
内
医
療
機
関
へ
の
業
務
委
託
に
よ
り
、

全
18
回
の
連
続
参
加
型
教
室
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
教
室
終
了
後
の
参
加
者

で
構
成
さ
れ
る
4
つ
の
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
が
市
内
で
活
動
し
て

お
り
、
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
通
じ
て
、
地
域

で
の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

●大和市ホームページアドレス
　https://www.city.yamato.lg.jp/

●（国�保）市民経済部保険年金課
　TEL：046-260-5114・5115
　FAX：046-260-5158

●（介�護）健康福祉部介護保険課
TEL：046-260-5169
　FAX：046-260-5158

国保・介護
の
連絡先

受診券と検診・健診ガイド 運動教室（特定保健指導） 介護保険課の様子
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愛
川
町
は
、
神
奈
川
県
の
中
央
北
部
、

首
都
圏
50
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
町
で
す
。

東
西
約
10
㎞
、
南
北
約
6
・
7
㎞
の
中
央

部
が
く
び
れ
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
型
を
し
て
お

り
、
総
面
積
は
34
・
28
㎢
で
す
。 

町
の

西
部
に
は
丹
沢
山
塊
の
仏
果
山
を
最
高
峰

と
す
る
山
並
み
が
連
な
り
、
南
東
部
は
相

模
川
と
中
津
川
に
は
さ
ま
れ
た
台
地
が
広

が
り
、
緑
豊
か
な
美
し
い
自
然
と
中
津
川

の
清
流
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
製
造
業
、

物
流
業
、
養
鶏
や
養
豚
な
ど
の
畜
産
業
、

水
稲
や
露
地
野
菜
な
ど
の
農
業
と
い
っ
た

多
彩
な
産
業
が
息
づ
い
て
い
て
、
外
国
籍

住
民
も
多
く
国
際
色
豊
か
で
あ
り
、自
然
・

歴
史
・
文
化
等
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
、
年
間
を
通
じ
て
仕

事
・
観
光
・
レ
ジ
ャ
ー
で
多
く
の
方
が
来

訪
し
、
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
7
月
1
日
現
在
の
人
口
は

３
万
９
１
０
４
人
（
う
ち
外
国
人
３
５

０
４
人
8
・
96
％
）、
高
齢
化
率
は
31
・

5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

健
診
（
国
保
・
後
期
高
齢
者
）

受
診
率
が
高
い
強
み
を
生
か

し
て
保
健
事
業
を
展
開

　
本
町
で
は
、
令
和
4
年
度
か
ら
特
定
健

康
診
査
受
診
率
向
上
事
業
の
強
化
を
図
り
、

積極的に
健康づくりを実践し、
心豊かな愛川を

「愛川町」
国保年金課

保　健　師　江藤　陽子
管理栄養士　佐々木理乃
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送
付
対
象
者
の
大
幅
拡
大
、
ナ
ッ
ジ
理
論

を
活
用
し
た
セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
で
の
送
り

分
け
に
よ
り
、
受
診
率
42
・
0
％
と
、
制

度
開
始
以
降
、
最
高
受
診
率
を
記
録
し
、

令
和
5
年
度
も
41
・
7
％
と
県
下
で
も
高

い
受
診
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
（
受
診
率

は
本
町
独
自
統
計
）。
令
和
6
年
度
か
ら

は
、
電
話
に
よ
る
受
診
勧
奨
事
業
を
開
始

す
る
と
と
も
に
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査

に
お
い
て
も
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を
活
用
し
た

受
診
勧
奨
事
業
の
取
り
組
み
を
開
始
し
ま

す
。

　
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
の
受
診
率
の
高
さ
は
、
本
町
の
健
康
課

題
を
分
析
す
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
保
健
事
業
の
対
象
者
を
幅
広

く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
本
町
の
医
療

費
適
正
化
を
図
る
上
で
大
き
な
強
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ

糖
尿
病
対
策
・
生
活
習
慣
病
予
防
相
談
・

低
栄
養
相
談
（
フ
レ
イ
ル
）
等
の
実
施

　
本
町
は
、
人
口
に
対
す
る
人
工
透
析
導

入
者
の
割
合
が
高
く
、
令
和
4
年
度
（
国

保
）
の
疾
病
中
分
類
別
医
療
費
で
は
、
第

１
位
は
腎
不
全
（
人
工
透
析
等
）
で
医
療

費
の
10
・
5
％
を
占
め
、
新
規
の
人
工
透

析
導
入
の
原
因
と
な
る
糖
尿
病
は
第
2
位

6
・
8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

糖
尿
病
対
策
は
急
務
で
あ
り
、
高
血
糖
に

傾
い
た
方
、
糖
尿
病
域
の
方
、
糖
尿
病
性

腎
症
の
方
、
糖
尿
病
の
治
療
を
中
断
し
て

し
ま
っ
た
方
と
、
切
れ
目
の
な
い
事
業
を

企
画
し
、
関
わ
り
の
濃
淡
を
つ
け
な
が
ら
、

発
症
予
防
か
ら
重
症
化
予
防
、
透
析
予
防

を
目
指
し
た
保
健
事
業
を
一
貫
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
い
健
診
受
診
率
の
強
み
を
生

か
し
、国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
Ｋ

Ｄ
Ｂ
）
を
活
用
し
、
生
活
習
慣
病
重
症
化

予
防
や
低
栄
養
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て

い
ま
す
。
利
用
率
が
低
い
の
が
課
題
で
は

あ
り
ま
す
が
、
通
知
方
法
の
工
夫
や
訪
問

で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
、
日
々
、
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
利
用
率
を
上
げ
る
よ
う
に
努
め

て
い
ま
す
。

ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ

通
い
の
場
「
楽
ら
く
ク
ラ
ブ
」
の
活
性
化

　
本
町
で
は
、
平
成
28
年
度
よ
り
、
地
域

健
康
づ
く
り
事
業
「
楽
ら
く
ク
ラ
ブ
」
を

開
始
し
、
気
軽
に
体
操
を
行
え
る
場
と
し

て
、
地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
を
行
い
、
現

在
21
行
政
区
中
、
16
行
政
区
ま
で
の
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
週
1
回
、
多
く
の

方
が
徒
歩
で
集
ま
れ
る
場
所
で
、
地
域
の

方
の
力
で
開
催
さ
れ
る
「
楽
ら
く
ク
ラ
ブ
」

は
、
体
操
を
通
じ
た
身
体
的
な
フ
レ
イ
ル

予
防
だ
け
で
な
く
、高
齢
者
の
外
出
機
会
・

社
会
的
な
交
流
機
会
の
確
保
、
地
域
住
民

同
士
の
見
守
り
の
広
が
り
等
、
大
き
な
効

果
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
令
和
4
年
度
か

ら
は
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
事
業
の
一
環
と
し
て
、
今
ま

で
の
関
わ
り
に
加
え
、
ク
ラ
ブ
の
意
向
を

聞
き
な
が
ら
、
医
療
専
門
職
が
ミ
ニ
健
康

講
話
や
健
康
相
談
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
健
康
行
動
の
変
化
だ
け
で
な
く
、

楽
ら
く
ク
ラ
ブ
の
マ
ン
ネ
リ
化
の
防
止
や

新
た
な
参
加
者
の
増
加
等
の
活
性
化
に
つ

な
が
っ
て
お
り
、
と
て
も
喜
ば
れ
、「
今

度
は
い
つ
来
る
の
？
」
と
励
み
に
な
る
言

葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
行

政
は
後
方
支
援
と
し
て
、
地
域
の
方
が
主

役
で
活
動
で
き
る
よ
う
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
丁
寧
な
関
わ
り
を
継
続
し
て
ま
い
り

ま
す
。保

険
者
と
し
て
の
強
み
を

生
か
し
て

　
「
健
康
の
ま
ち
」
を
宣
言
し
て
い
る
本

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
主
管
課
で
あ
る
国
保
年
金
課

に
、
専
従
で
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
が
常

勤
で
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。「
国
保
ヘ
ル

ス
ア
ッ
プ
事
業
」
と
「
高
齢
者
の
保
健
事

業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
事
業
」
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
大

き
な
強
み
で
、
今
後
も
Ｋ
Ｄ
Ｂ
を
活
用
し

な
が
ら
、地
域
の
分
析
を
行
い
、効
果
的
・

効
率
的
な
保
健
事
業
を
展
開
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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計
画
策
定
の
概
要

1
　

神
奈
川
県
で
は
、
総
人
口
は
明
ら
か
な

減
少
局
面
に
入
り
、
全
国
で
も
有
数
の
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
「
団
塊
の
世
代
」
が
２
０
２
5
年
に
は

75
歳
以
上
と
な
り
ま
す
が
、
と
り
わ
け
85

歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の
増
加
傾
向
が
著

し
く
、
高
齢
夫
婦
世
帯
や
高
齢
単
身
世
帯

の
増
加
や
、
介
護
や
支
援
が
必
要
な
高
齢

者
が
急
激
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
県
は
、
２
０
２
４

年
度
か
ら
２
０
２
6
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
「
か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
（
第
9
期
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
と
介
護
の
連

携
や
地
域
支
え
合
い
の
推
進
な
ど
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
深
化
・
推
進

に
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
０
２
０
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
社
会

的
・
経
済
的
影
響
は
す
べ
て
の
県
民
に
及

び
、
高
齢
者
の
暮
ら
し
や
健
康
に
も
大
き

く
影
響
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
心
身
の
状

態
は
自
立
か
ら
要
介
護
状
態
ま
で
連
続
的

に
変
化
し
得
る
も
の
で
す
。
要
介
護
状
態

に
な
る
の
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
こ
と
、

要
介
護
状
態
の
重
度
化
防
止
・
改
善
に
向

け
て
は
、「
食
・
運
動
・
社
会
参
加
」
に

よ
る
「
未
病
改
善
」
の
取
組
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

高
齢
化
率
及
び
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
の
状
況

2
　

県
の
高
齢
者
人
口
は
２
０
２
０
年
の
国

勢
調
査
時
点
で
約
２
3
6
万
人
、
総
人
口

に
占
め
る
高
齢
化
率
は
25
・
6
％
で
し
た
。

２
０
４
０
年
度
に
は
高
齢
者
人
口
は
約

２
9
２
万
人
、
高
齢
化
率
は
32
・
9
％

で
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
、
高
齢
者
の
急
速
な
増
加

は
都
市
部
で
顕
著
に
見
ら
れ
ま
す
が
、
県

は
高
度
経
済
成
長
期
に
生
産
年
齢
人
口
の

転
入
超
過
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
世

代
の
高
齢
化
が
進
み
、全
国
屈
指
の
ス
ピ
ー

ド
で
高
齢
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
と
り
わ
け
75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
大
幅
な
増
加
に
伴
い
、
要
支
援
・
要
介

護
認
定
者
数
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
1
年
の
認
定
者

約
42
万
6
千
人
の
認
定
者
数
に
対
し
、
２

０
４
０
年
に
は
約
61
万
6
千
人
で
、
約

1
・
4
倍
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

か
な
が
わ
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画（
第
9
期
）の
策
定

神
奈
川
県
福
祉
子
ど
も
み
ら
い
局
福
祉
部
高
齢
福
祉
課

県の高齢化率の推移
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計
画
の
ポ
イ
ン
ト

3
　

こ
れ
ら
の
状
況
を
前
提
と
し
て
「
高
齢

者
が
安
心
し
て
、
元
気
に
、
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
将
来
に
わ
た
る
普
遍
的
な
基
本

目
標
と
し
、
第
9
期
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン

ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
1
：�

認
知
症
と
と
も
に
生
き
る

社
会
の
実
現

　

令
和
6
年
1
月
1
日
に
「
共
生
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
知
症
の
人
及
び
家
族
等
の
意
見
を
聴

き
な
が
ら
、
認
知
症
の
人
が
尊
厳
を
保
持

し
つ
つ
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
認
知
症
の
理
解
促
進
や
認
知

症
未
病
改
善
な
ど
、
認
知
症
施
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
進
め
、
認
知
症
基
本
法

に
定
め
る
地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
責
務

を
全
う
し
な
が
ら
、
神
奈
川
ら
し
い
施
策

を
展
開
し
、
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
社

会
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

推
進
し
ま
す
。

　

県
で
は
、
認
知
症
の
人
本
人
が
思
い
を

直
接
伝
え
、
そ
の
人
ら
し
い
活
動
を
発
信

す
る
仕
組
み
と
し
て
「
か
な
が
わ
オ
レ
ン

ジ
大
使
」（
認
知
症
本
人
大
使
）
を
委
嘱
し
、

講
演
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
本

人
発
信
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
イ
ン
ト
2
：
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援

　

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
こ
こ
ろ
や
身
体
に
不

調
の
あ
る
人
の「
介
護
」、「
看
病
」、「
療
育
」、

「
世
話
」、「
気
づ
か
い
」
な
ど
、
ケ
ア
の
必

要
な
家
族
や
近
親
者
・
友
人
・
知
人
な
ど

を
無
償
で
ケ
ア
す
る
人
の
こ
と
で
す
。

　

年
齢
層
や
抱
え
る
課
題
も
多
様
な
ケ
ア

ラ
ー
が
社
会
か
ら
孤
立
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
希
望
す
る
人
生
や
日
々
の
暮
ら
し

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
連
分
野

や
関
係
機
関
の
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

県
は
、
ケ
ア
ラ
ー
支
援
に
関
係
の
深
い

関
係
課
に
よ
る
部
局
横
断
的
な「
ケ
ア
ラ
ー

支
援
庁
内
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
て
課
題

や
支
援
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
全
庁
的

に
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
が
、
ケ
ア
し
て
い
る
家
族
等

の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身

の
悩
み
や
不
安
を
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ

う
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
電
話
を
利
用
し
た
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア

ラ
ー
が
ケ
ア
に
追
わ
れ
て
社
会
か
ら
孤
立

し
な
い
よ
う
、
ケ
ア
ラ
ー
同
士
の
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
、
交
流
、
息
抜
き
、
学
習
支
援
、

情
報
収
集
等
の
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

必
要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
こ
と
を
理
由
に
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
が

離
職
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
引
き
続
き

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
企
業
等
へ
の
育
児
・
介
護
休
業

法
の
周
知
や
意
識
啓
発
を
行
い
、
仕
事
と

ケ
ア
を
両
立
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
3
：
介
護
人
材
の
確
保

　

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た

適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ

う
、
介
護
人
材
の
養
成
、
確
保
と
資
質
の

向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
県

内
で
は
、
高
齢
者
人
口
の
ピ
ー
ク
が
見
込

ま
れ
る
２
０
４
０
年
に
約
4
万
3
千
人

の
介
護
人
材
が
不
足
す
る
と
推
計
さ
れ
て

お
り
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
県
、
国
、

市
町
村
、
介
護
関
係
団
体
が
連
携
・
協
力

し
て
、
処
遇
の
改
善
、
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
の
取
組
を
総
合
的
に
実
施
し
ま
す
。

　
「
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
」
な

ど
の
活
用
に
よ
り
、
介
護
人
材
の
就
労
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
介
護
の
魅
力
発
信

や
介
護
職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
、

介
護
職
員
の
負
担
軽
減
対
策
な
ど
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修

修
了
者
な
ど
の
介
護
職
員
の
養
成
を
図
る

と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支
援
し

ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
4
：
科
学
的
介
護
の
推
進

　

少
子
高
齢
社
会
の
進
展
と
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
に
よ
り
、
働
き
手
の
確
保
が

一
層
厳
し
く
な
る
中
で
、
高
齢
化
に
伴
う

介
護
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
お
り
、
大
き
な
社
会
構
造
の
変
革
期

を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
介
護

事
業
所
が
地
域
に
お
け
る
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
続

け
る
た
め
、
介
護
現
場
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
見
直
し
や
、
業
務
改
善
の
取
組
を

続
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

介
護
事
業
所
へ
の
ロ
ボ
ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
や
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
科
学
的
介

護
を
推
進
し
、
介
護
職
員
の
負
担
軽
減
と

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

県内の要支援・要介護認定者数（第1号被保険者）の実績及び見込み
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『
活
眼
活
学
』
と
『
人
生
の
極
意
』

　

高
校
二
年
の
時
の
話
で
あ
る
。
あ
る

先
生
が
「
孔
子
は
﹃
民
は
之
に
由
（
よ
）

ら
し
む
可
し
。
之
を
知
ら
し
む
可
か
ら

ず
﹄、
国
民
は
黙
っ
て
つ
い
て
来
さ
せ

る
べ
き
で
、
何
も
知
ら
せ
る
べ
き
で
は

な
い
、
と
言
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
非
民

主
的
な
考
え
の
東
洋
思
想
な
ど
学
ん
で

は
ダ
メ
だ
」
と
言
わ
れ
た
。
私
は
先
生

の
言
う
こ
と
を
守
り
、
ず
っ
と
中
国
の

古
典
に
触
れ
な
い
で
い
た
。

40
歳
頃
、
電
車
に
乗
る
と
き
に
キ
ヨ

ス
ク
で
本
を
買
っ
た
。﹃
活
眼
活
学
﹄（
安

岡
正
篤
著
）
と
﹃
人
生
の
極
意
﹄（
松

原
泰
道
著
）。
薄
い
文
庫
本
で
あ
る
。

面
白
そ
う
な
標
題
な
の
で
買
っ
た
の
だ

が
、
前
者
は
東
洋
哲
学
、
後
者
は
仏
教

の
本
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
本
に
出

会
え
た
の
は
真
に
幸
運
で
あ
っ
た
。

　

安
岡
正
篤
氏
の
説
明
で
は
、
冒
頭
の

孔
子
の
言
葉
の
意
味
は
全
く
違
っ
て
い

た
。「
国
民
に
十
年
・
百
年
の
計
を
理

解
さ
せ
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き
な
い

が
、
あ
の
人
の
や
る
こ
と
だ
か
ら
つ
い

て
い
く
の
だ
と
民
衆
が
尊
敬
し
、
信
頼

さ
れ
る
よ
う
に
は
な
れ
る
」
と
い
う
意

味
、
つ
ま
り
、
為
政
者
の
あ
る
べ
き
姿

勢
を
述
べ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

当
時
国
家
公
務
員
で
あ
っ
た
私
は
、

大
臣
の
下
で
行
政
を
担
当
す
る
者
と
し

て
、
国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
人

間
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
強

く
思
っ
た
。
そ
し
て
、
誰
の
言
う
こ
と

で
あ
っ
て
も
安
易
に
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

自
分
自
身
で
し
っ
か
り
確
か
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
の
思
い
を
深
く
し
た
。

こ
れ
以
降
、
東
洋
哲
学
系
の
本
を
読
む

よ
う
に
な
っ
た
。

「
習
う
」
と
い
う
こ
と

　

論
語
の
冒
頭
は
「
学
び
て
時
に
こ
れ

を
習
う
、
ま
た
説
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
か

ら
ず
や
」
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
触
れ

た
中
学
生
の
と
き
は
、
意
味
が
全
く
分

か
ら
な
か
っ
た
。
40
代
半
ば
に
読
ん
だ

本
に
「
習
う
」
の
字
の
成
り
立
ち
が
書

か
れ
て
い
た
。「
習
」
は
、
雛
鳥
が
巣

に
立
ち
上
が
っ
て
羽
を
バ
タ
バ
タ
さ
せ

て
い
る
姿
を
字
に
し
た
も
の
で
、
白
は

雛
鳥
の
お
腹
で
あ
る
。「
な
る
ほ
ど
、

飛
ぶ
練
習
か
」
と
思
っ
た
が
、
二
、
三

年
後
に
、
ふ
と
次
の
よ
う
な
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。
も
し
雛
鳥
が
羽
を
バ
タ
バ

タ
さ
せ
る
こ
と
を
習
っ
て
も
、
飛
ぶ
こ

と
を
身
に
付
け
な
け
れ
ば
、
餌
も
取
れ

ず
、死
ん
で
し
ま
う
。
そ
う
か
、「
習
う
」

は
命
懸
け
で
や
る
こ
と
、
命
懸
け
で
身

に
付
け
る
こ
と
が
「
習
う
」
な
ん
だ
。

中
国
古
典
と
の
出
会
い

公
益
財
団
法
人
医
療
科
学
研
究
所
相
談
役
　
江
利
川
　
毅
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私
は
埼
玉
医
科
大
学
の
特
任
教
授
を

し
て
い
る
。
と
言
っ
て
も
、
1
年
生
、

2
年
生
、
3
年
生
に
一
コ
マ
ず
つ
教
え

て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
論
語

の
「
学
ぶ
・
習
う
」
の
話
を
す
る
。
君

た
ち
は
先
達
の
指
導
の
も
と
に
医
学
医

術
を
学
び
、
習
う
。
身
に
付
け
て
、
医

師
と
し
て
実
践
す
る
。
困
っ
て
い
る
患

者
を
治
療
す
る
。
病
気
が
治
り
、
患
者

は
喜
ぶ
。そ
う
な
れ
ば
治
し
た
医
師
だ
っ

て
嬉
し
い
。「
学
び
て
時
に
こ
れ
を
習

う
、
ま
た
説
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
か
ら
ず

や
」
で
あ
る
。
学
ん
で
習
っ
て
、
実
践

し
て
結
果
を
出
し
て
、
患
者
に
も
自
分

に
も
説
（
よ
ろ
こ
）
ば
し
い
医
師
に
な
っ

て
欲
し
い
、
と
。

「
忠
恕
」
と
は

　

論
語
に
こ
ん
な
一
節
が
あ
る
。
孔
子

が
弟
子
た
ち
に
「
吾
が
道
は
一
以
て
之

を
貫
く
」
と
言
っ
て
、
部
屋
を
出
て
い

く
。
意
味
の
分
か
ら
な
い
弟
子
た
ち
が
、

高
弟
の
曾
子
に
尋
ね
る
。
曾
子
は
言
う

「
夫
子
（
=
先
生
）
の
道
は
忠
恕
の
み
」。

　

孔
子
を
始
祖
と
す
る
思
考
の
体
系
を

儒
教
と
言
う
が
、
仁
義
礼
智
信
は
「
儒

教
の
五
常
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
常
は

「
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
ず
大
事
な
も
の
」

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
忠
恕
は
こ
の
五

文
字
に
入
っ
て
い
な
い
が
、
私
は
忠
恕

≒仁
と
理
解
し
て
い
る
。

　

忠
と
い
う
字
は
、
誠
（
誠
実
）
と
い

う
意
味
で
あ
り
、「
心
の
真
ん
中
」
と

書
く
。
人
の
心
の
真
ん
中
は
誰
で
も
誠

実
な
の
で
あ
る
と
い
う
、
人
間
肯
定
の

字
で
あ
る
。
恕
は
「
心
の
如
く
」
と
い

う
字
で
、
思
い
や
り
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
誠
実
な
心
の
ま
ま
に
行
う
こ
と
が

思
い
や
り
で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
た

人
間
肯
定
の
字
で
あ
る
。
私
は
こ
の
忠

恕
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
あ
る
。

　

儒
教
関
係
の
本
を
読
ん
で
い
く
と
、

王
陽
明
と
い
う
明
の
時
代
の
行
政
官
・

軍
人
・
哲
学
者
を
知
る
こ
と
に
な
る
。

実
践
倫
理
を
説
い
た
人
で
、「
知
行
合

一
」
な
ど
を
主
張
し
た
。
知
れ
ば
知
る

ほ
ど
、
世
の
中
に
こ
ん
な
立
派
で
素
晴

ら
し
い
人
が
い
る
の
か
と
、
驚
い
た
。

で
き
れ
ば
﹃
小
説
王
陽
明
﹄（
芝
豪
著
）

を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

■学　歴
1970年 4 月　東京大学法学部卒業
■職　歴
1970年 4 月　厚生省入省
1982年 4 月　厚生省大臣官房総務課長補佐
1985年 8 月　内閣官房内閣参事官
1988年 6 月　厚生省年金局資金運用課長
1990年 6 月　厚生省年金局年金課長
1991年 7 月　厚生省薬務局経済課長
1993年 6 月　厚生省保険局企画課長
1994年 9 月　厚生省大臣官房政策課長
1996年 7 月　厚生省大臣官房審議官（年金担当）
1996年12月　厚生省大臣官房審議官（老人保健福祉担当）
　　　　　　 高齢者介護対策本部事務局長
1998年 1 月　内閣官房首席内閣参事官
2001年 1 月　内閣府大臣官房長
2004年 7 月　内閣府事務次官（2006年 7 月退官）
2007年 4 月　日興フィナンシャル・インテリジェンス顧問（ 7 月、理事長）
2007年 8 月　厚生労働事務次官（2009年 7 月退官）
2009年10月　埼玉医科大学特任教授
2009年11月　人事院総裁（2012年 4 月任期満了退官）
2012年 5 月　公益財団法人　医療科学研究所　理事長（2024年 5 月退任）
2013年 4 月　埼玉医科大学特任教授（現職）
2014年 4 月　公立大学法人埼玉県立大学理事長（2018年 3 月任期満了退任）

江利川 毅　えりかわ たけし

■プロフィール
出身地　埼玉県
・公益財団法人医療科学研究所
　相談役
・元内閣府事務次官
・元厚生労働事務次官
・元人事院総裁



神奈川のこくほ・かいご·2024 秋 13

　

急
性
ス
ト
レ
ス
で
は
交
感
神
経
が
働
き
、

食
欲
を
抑
え
ま
す
。
慢
性
ス
ト
レ
ス
で
は

ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
に
よ
り
脂
肪
が
貯
め
込

ま
れ
る
た
め
肥
満
に
な
り
や
す
い
で
す
が
、

逆
に
痩
せ
る
人
も
い
ま
す
。
や
け
食
い
・
無

茶
食
い
は
手
軽
な
ス
ト
レ
ス
解
消
法
で
す
が
、

過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム

は
脳
の
興
奮
を
抑
え
ま
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム

不
足
=
イ
ラ
イ
ラ
に
直
結
は
し
ま
せ
ん
。

ス
ト
レ
ス
と
肥
満
・
痩
せ

　

私
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と

き
、
ど
の
よ
う
な
食
生
活
と
な
り
、
結
果

ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

　

ま
ず
私
た
ち
が
抱
え
る
ス
ト
レ
ス
に
は

大
き
く
分
け
て
、
急
性
の
ス
ト
レ
ス
と
慢

性
の
ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
ス

ト
レ
ス
に
関
わ
る
神
経
は
自
律
神
経
で
す
。

自
律
神
経
に
は
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経

が
あ
り
ま
す
。
交
感
神
経
は
私
た
ち
の
身

体
を
戦
闘
状
態
に
し
ま
す
。
副
交
感
神
経

は
身
体
や
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま
す
。

　

さ
て
重
要
な
会
議
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
（
プ
レ
ゼ
ン
）
を
す
る
と
き
、
ど
う
な

り
ま
す
か
？
「
心
臓
は
ド
キ
ド
キ
、
顔
は

紅
潮
、
手
に
汗
握
る
。
の
ど
は
カ
ラ
カ
ラ
、

胃
が
キ
ュ
ッ
と
な
る
」
の
は
交
感
神
経
の

な
せ
る
技
で
す
。
こ
の
よ
う
な
戦
闘
状
態

で
は
、
食
欲
は
な
く
な
り
、
の
ん
び
り
と

物
を
食
べ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
ね
。

プ
レ
ゼ
ン
が
す
ん
だ
後
は
、
げ
っ
そ
り
と

痩
せ
た
よ
う
に
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ

が
急
性
の
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
込
ん
だ
と
き

の
私
た
ち
で
す
。
で
も
し
ば
ら
く
す
る
と
、

副
交
感
神
経
の
働
き
に
よ
っ
て
ホ
ッ
と
し
、

無
性
に
お
腹
が
空
い
て
き
ま
す
ね
。
こ
の

よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
に
よ
り
、
ス
ト
レ
ス
に

適
切
に
対
応
し
て
い
る
の
で
す
。

　

で
は
例
え
ば
職
場
の
上
司
に
い
つ
も
怒

ら
れ
て
ば
か
り
で
、
ビ
ク
ビ
ク
し
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
る
場
合
は
ど
う
な
る
で
し
ょ

う
か
？
慢
性
の
ス
ト
レ
ス
で
す
ね
。
身
も

心
も
次
の
ス
ト
レ
ス
（
上
司
の
怒
り
）
に

備
え
て
、
警
戒
体
制
を
取
り
続
け
ま
す
。

脳
か
ら
ホ
ル
モ
ン
系
へ
命
令
が
出
さ
れ
て

ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
が
放
出
さ
れ
、
戦
い

に
備
え
て
脂
肪
が
貯
め
込
ま
れ
ま
す
。
戦

国
時
代
の
武
士
で
あ
れ
ば
こ
れ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
し
て
敵
と
戦
う
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
現
代
の
よ
う
に
身
体
を
動
か
す
こ

と
の
な
い
戦
い
に
お
い
て
は
、
こ
の
有
り

余
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
腹
回
り
に
つ
く
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
休
憩
時
間
や
職

場
を
離
れ
た
後
に
「
甘
い
物
や
脂
っ
こ
い

物
を
食
べ
て
」
ま
た
は
「（
酒
を
）
飲
ん
で
」

ス
ト
レ
ス
解
消
し
ま
す
ね
。
こ
の
よ
う
な

食
生
活
が
肥
満
へ
の
道
に
な
り
ま
す
。た
だ
、

ス
ト
レ
ス
が
加
わ
る
と
「
よ
り
食
べ
て
し

ま
い
、太
る
人
」
と
「
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、

痩
せ
る
人
」
に
分
か
れ
る
よ
う
で
す
。

や
け
食
い
・
無
茶
食
い
の
効
用
と
副
作
用

　

や
け
食
い
や
無
茶
食
い
は
、
ス
ト
レ
ス

か
ら
解
放
さ
れ
る
た
め
の
手
軽
な
手
段
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
太
っ
て
し
ま
う

こ
と
へ
の
強
い
恐
怖
に
と
ら
わ
れ
、
食
べ

た
後
吐
く
・
下
剤
や
利
尿
剤
を
使
う
と
い

う
行
動
に
走
っ
て
し
ま
う
人
は
要
注
意
で

す
。
そ
う
な
る
と
食
べ
た
い
と
い
う
衝
動

が
抑
え
き
れ
な
く
な
り
ま
す
。
あ
な
た
自

身
が
食
べ
物
の
奴
隷
に
な
ら
な
い
よ
う
、

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
で
き
る
そ
の
他
の
手
段

を
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

イ
ラ
イ
ラ
と
カ
ル
シ
ウ
ム

　

こ
こ
で
「
イ
ラ
イ
ラ
と
カ
ル
シ
ウ
ム
」

に
つ
い
て
一
言
。
カ
ル
シ
ウ
ム
に
は
脳
神

経
の
興
奮
を
抑
え
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、“
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
=
脳
神

経
の
興
奮
=
イ
ラ
イ
ラ
”
と
考
え
ら
れ
が

ち
で
す
。
し
か
し
カ
ル
シ
ウ
ム
は
厳
密
に

シ
ス
テ
ム
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り

カ
ル
シ
ウ
ム
が
品
不
足
に
な
る
と
、
貯
蔵

庫
で
あ
る
骨
か
ら
血
液
中
に
出
庫
さ
れ
、

逆
に
過
剰
状
態
で
は
骨
に
入
庫
さ
れ
た
り
、

尿
中
に
廃
棄
さ
れ
た
り
と
常
に
一
定
の
供

給
量
に
な
る
よ
う
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
だ
物
を
食
べ

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
即
イ
ラ
イ
ラ
人
間

と
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
骨
か
ら
カ
ル
シ
ウ
ム
が
出
庫
さ

れ
て
ば
か
り
で
は
、
在
庫
な
し
と
い
う
緊

急
事
態
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
事
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を

多
く
含
ん
だ
食
べ
物
（
牛
乳
・
小
魚
・
大

豆
製
品
な
ど
）
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収

を
良
く
す
る
た
め
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

（
魚
介
類
・
卵
類
・
き
の
こ
類
な
ど
）、
そ

し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
を
骨
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
（
緑
黄
色
野
菜
な
ど
）
を
含
ん
だ
食
べ

物
を
取
る
こ
と
を
日
頃
か
ら
心
が
け
て
お

く
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
と
食
生
活

公
立
小
松
大
学
保
健
医
療
学
部
　
教
授
　
　
北
岡
　
和
代

ｅ-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

https://w
w
w
.e-healthnet.m

hlw
.go.jp/

inform
ation/food/e-04-001.htm

l

厚
生
労
働
省
︵
2
0
2
3
︶
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国保連発信

1　

報
告
事
項

︵
1
︶理
事
会
議
決
事
項
の
報
告

報
告
第
1
号
:
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
職
員
服
務
規
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
2
号
:
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
職
員
の
定
年
等
に
関

す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
3
号
:
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
職
員
給
与
規
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
4
号
:
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
特
別
会
計
の
設
置
に

関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
5
号
:
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
退
職
者
医
療
共
同
事

業
拠
出
金
規
則
の
廃
止
に
つ
い
て

報
告
第
6
号
:
神
奈
川
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

︵
2
︶専
決
処
分
の
報
告

報
告
第
7
号
:
令
和
6
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会

計
予
算
補
正

報
告
第
8
号
:
令
和
6
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報

酬
審
査
支
払
（
業
務
勘
定
）
特
別
会

計
予
算
補
正

報
告
第
9
号
:
令
和
6
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審

査
支
払
（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る

支
払
勘
定
）
特
別
会
計
予
算
補
正

2　

議
決
事
項

議
案
第
1
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
実

施
報
告
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
2
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
3
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審

査
支
払
（
業
務
勘
定
）
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
4
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審

査
支
払
（
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支

払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
議
案
第
5
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審

査
支
払
（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診

療
報
酬
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
6
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審

査
支
払
（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関
す

る
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

議
案
第
7
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審

査
支
払
（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る

支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

議
案
第
8
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
関
係
業
務
（
業
務
勘
定
）
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
9
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
関
係
業
務
（
後
期
高
齢
者
医

療
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
関
係
業
務
（
公
費
負
担
医
療

に
関
す
る
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）
特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
11
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事

業
関
係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
12
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事

業
関
係
業
務
（
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）

特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
13
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事

業
関
係
業
務
（
公
費
負
担
医
療
等
に
関

す
る
報
酬
等
支
払
勘
定
）
特
別
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
14
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合

支
援
法
関
係
業
務
等
（
業
務
勘
定
）
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
15
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合

支
援
法
関
係
業
務
等（
障
害
介
護
給
付
費
・

障
害
児
給
付
費
支
払
勘
定
）
特
別
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
16
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
17
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三
者
行
為

損
害
賠
償
支
払
勘
定
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

議
案
第
18
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職
手
当

積
立
金
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
19
号
:
令
和
5
年
度
神
奈
川
県
国

民
健
康
保
険
団
体
連
合
会
財
産
の
認
定

に
つ
い
て

令和6年 神奈川県国民健康保険団体連合会 通常総会令和6年 神奈川県国民健康保険団体連合会 通常総会
7月30日（火）　神奈川県国保会館7月30日（火）　神奈川県国保会館

　神奈川県国保会館にて7月30日（火）に開催された令和6年通常総会で、令和5年度事業実施
報告並びに各会計決算等について、理事会議決事項報告9件、議決事項21件の提出議題があり、
審議の結果全て事務局原案どおり可決された。

公　告
　令和6年7月30日開催した神奈川県国民健康保険団体連合会通常総会において議決を得
た事業報告について、国民健康保険法施行第26条において準用する同24条の規定に基づく
公告を本会規約第5条の規定により次のとおり行う。

令和6年7月30日
神奈川県国民健康保険団体連合会　理事長　　内野　優内野理事長
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令
和
令
和
55
年
度
年
度�

事
業
実
施
報
告

事
業
実
施
報
告

Ⅰ　

重　

点　

事　

項

1

国
保
制
度
の
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
に

向
け
た
取
組

　

神
奈
川
県
（
以
下
「
県
」
と
い
う
。）
が
策
定

し
た
「
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
（
令

和
3
年
度
～
令
和
5
年
度
）」
を
踏
ま
え
た
高
額

療
養
費
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に
向
け
た
保
険
者

支
援
に
つ
い
て
は
、
本
会
で
開
発
し
た
「
高
額
療

養
費
自
動
償
還
シ
ス
テ
ム
」
の
利
用
を
含
め
、
簡

素
化
に
向
け
た
具
体
的
な
手
順
等
の
資
料
を
配
布
・

説
明
し
た
。
ま
た
、
簡
素
化
が
未
実
施
の
保
険
者

を
対
象
に
訪
問
支
援
を
行
う
な
ど
、
早
期
の
実
施

に
向
け
た
支
援
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
申
請
手
続
き
の
簡
素
化
に

向
け
た
保
険
者
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
令
和

6
年
3
月
末
時
点
で
、
27
保
険
者
（
高
額
療
養

費
自
動
償
還
シ
ス
テ
ム
利
用
:
14
保
険
者
、
保
険

者
独
自
対
応
:
13
保
険
者
）
と
な
り
、
県
内
保
険

者
の
約
7
割
が
簡
素
化
を
達
成
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
つ
い
て
は
、
国
が
定
め
た
「
地
方
公
共
団
体

情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
基
本
方
針
」
で
は
、
市
町

村
事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
の
導
入
以
外
に
、
自

庁
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様
化
に
よ
る
対
応
も
許
容

さ
れ
て
お
り
、
本
会
と
し
て
は
、
各
市
町
村
が
抱

え
る
課
題
や
検
討
状
況
を
継
続
的
に
把
握
す
る
と

と
も
に
、
導
入
時
に
必
要
と
な
る
支
援
が
的
確
に

行
え
る
よ
う
国
の
動
向
等
の
把
握
・
情
報
収
集
に

引
き
続
き
努
め
た
。

　

な
お
、
令
和
5
年
度
に
本
会
が
実
施
し
た
「
地

方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
検
討
状
況
調

査
」
の
結
果
で
は
、
自
庁
シ
ス
テ
ム
の
標
準
仕
様

化
を
検
討
し
て
い
る
25
市
町
村
に
対
し
、
市
町
村

事
務
処
理
標
準
シ
ス
テ
ム
導
入
を
検
討
し
て
い
る

市
町
村
は
導
入
済
の
3
市
を
除
き
5
市
と
な
っ

て
い
る
。

2

高
齢
者
医
療
に
係
る
各
業
務
の

円
滑
な
運
営

（
1
）　

神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
以
下
「
広
域
連
合
」
と
い
う
。）
か
ら
の
受
託

業
務
に
つ
い
て
は
、
資
格
過
誤
点
検
業
務
や
給

付
関
連
入
力
等
業
務
に
お
い
て
処
理
件
数
が
大

幅
に
増
加
し
た
が
、
職
員
間
の
連
携
強
化
や
配

置
変
更
な
ど
、
効
果
的
か
つ
柔
軟
に
対
処
し
た

結
果
、
遅
滞
な
く
処
理
を
行
っ
た
。

（
2
）　

10
月
か
ら
の
窓
口
負
担
の
割
合
相
違
エ

ラ
ー
の
大
幅
な
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
9

月
1
日
か
ら
外
部
委
託
業
者
等
を
増
員
し
、

新
た
に
作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
も
と
に
研

修
を
実
施
し
た
上
で
、
新
体
制
で
の
業
務
を
開

始
し
た
。
ま
た
、
8
月
28
日
か
ら
新
事
務
室

で
業
務
を
行
う
た
め
の
移
転
作
業
に
お
い
て
は
、

限
ら
れ
た
日
程
内
に
作
業
を
終
了
さ
せ
る
た
め
、

移
転
計
画
の
策
定
や
関
係
事
業
者
と
の
事
前
調

整
な
ど
の
準
備
作
業
を
適
切
に
行
い
、
円
滑
に

移
転
を
実
施
し
た
。

　
　

な
お
、
移
転
後
も
、
新
事
務
室
の
イ
ン
フ
ラ

を
有
効
活
用
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な
業
務

　

運
用
に
努
め
滞
り
な
く
処
理
を
行
っ
た
。

（
3
）　

広
域
連
合
標
準
シ
ス
テ
ム
（
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
「
標
準
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
中
央
会
（
以
下

「
国
保
中
央
会
」
と
い
う
。）
に
よ
る
結
合
テ
ス

ト
遅
延
の
影
響
に
よ
り
、
次
期
標
準
シ
ス
テ
ム

正
式
版
の
提
供
時
期
も
大
幅
に
遅
れ
る
こ
と
と

な
り
、
国
保
中
央
会
か
ら
令
和
6
年
1
月
に

予
定
さ
れ
て
い
た
更
改
時
期
を
令
和
7
年
3

月
末
ま
で
と
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ
た
。

　
　

こ
れ
を
受
け
て
本
会
に
お
け
る
機
器
更
改
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
標
準
シ
ス
テ
ム
の
品

質
レ
ベ
ル
の
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
に
十
分

な
運
用
テ
ス
ト
期
間
を
加
味
し
た
15
か
月
間
（
令

和
6
年
1
月
か
ら
令
和
7
年
3
月
末
）
の
新

た
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
引
き
直
し
を
行
う
と
と

も
に
、
令
和
5
年
度
の
作
業
と
し
て
全
体
計

画
の
策
定
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に
向
け
た
環
境
設
計

書
、
運
用
環
境
方
針
書
等
の
作
成
な
ど
の
準
備

作
業
を
適
切
に
行
っ
た
。

3

診
療
報
酬
等
審
査
支
払
業
務
の
充
実
・
強

化
並
び
に
効
率
化
の
取
組

（
1
）　

令
和
3
年
3
月
に
厚
生
労
働
省
、
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下
「
支
払
基
金
」

と
い
う
。）
及
び
国
保
中
央
会
が
連
名
で
策
定
、

公
表
し
た
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工

程
表
」（
以
下
「
改
革
工
程
表
」
と
い
う
。）
で

定
め
る
「
審
査
結
果
の
不
合
理
な
差
異
の
解
消

に
向
け
た
工
程
表
」
に
基
づ
き
、
国
保
に
お
け

る
統
一
基
準
と
し
て
承
認
さ
れ
た
項
目
に
つ
い

て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
実
装
し
、

審
査
基
準
の
統
一
化
を
図
っ
た
。

　
　

ま
た
、
支
払
基
金
で
統
一
さ
れ
た
審
査
基
準

に
つ
い
て
は
、
毎
月
国
保
側
に
提
供
さ
れ
る
た

め
、
順
次
、
本
会
常
務
処
理
審
査
委
員
会
で
協

議
し
、
そ
の
結
果
を
国
保
中
央
会
へ
報
告
す
る

と
同
時
に
、
両
審
査
支
払
機
関
の
統
一
基
準
と

し
て
承
認
さ
れ
た
項
目
に
つ
い
て
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
に
実
装
し
、
審
査
基
準
の
統
一

化
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
「
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
く
「
可
視
化
レ
ポ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
4
月
及

び
5
月
分
の
審
査
結
果
を
用
い
て
、
26
項
目

の
「
統
一
基
準
と
異
な
る
」
事
例
に
関
し
、
国

保
中
央
会
と
国
保
連
合
会
が
共
同
で
検
証
作
業

を
行
っ
た
。
検
証
結
果
に
つ
い
て
は
、
検
証
前
、

検
証
後
レ
ポ
ー
ト
を
国
保
中
央
会
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
公
開
・
周
知
し
た
。

（
2
）　

再
審
査
保
険
者
申
請
の
増
加
に
伴
う
原

審
率
上
昇
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
11
月
1
日

に
全
保
険
者
を
対
象
と
し
て
「
保
険
者
レ
セ
プ

ト
点
検
担
当
者
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。

　
　

ま
た
、
巡
回
指
導
と
し
て
、
令
和
6
年
2

月
2
日
に
保
険
者
に
対
し
、
具
体
に
申
請
の

あ
っ
た
も
の
の
う
ち
、
原
審
事
例
に
つ
い
て
説

明
を
行
う
な
ど
、
効
率
的
な
申
出
に
つ
な
げ
る

取
組
を
行
っ
た
。

　
　

加
え
て
、
検
査
回
数
や
薬
剤
の
適
応
等
の
う

ち
、
一
次
審
査
に
お
い
て
原
審
と
な
っ
た
事
例

に
つ
い
て
、
市
町
村
に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
点
検

員
等
に
対
し
個
別
に
電
話
連
絡
を
行
い
、
適
宜

情
報
の
共
有
化
に
努
め
た
。

（
3
）　

あ
は
き
（
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
及
び
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
施
術
）
療
養
費
に

お
け
る
審
査
に
つ
い
て
は
、
三
者
構
成
（
保
険

者
代
表
・
学
識
経
験
者
・
施
術
者
代
表
）
に
よ

る
審
査
体
制
の
も
と
、
打
合
会
を
年
2
回
実

施
し
、
審
査
委
員
か
ら
提
供
の
あ
っ
た
資
料
を

も
と
に
、
頻
回
施
術
（
16
回
以
上
）
に
つ
い
て
、

全
国
平
均
と
県
の
施
術
内
容
を
比
較
し
、
今
後

の
審
査
方
針
に
つ
い
て
協
議
や
意
見
交
換
を
行

い
、
審
査
委
員
間
の
連
携
強
化
・
認
識
の
共
有

化
を
図
っ
た
。

（
4
）　

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会
が

行
う
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
は
、
調
査
対
象

と
な
る
施
術
機
関
の
選
定
か
ら
県
知
事
へ
の
結

果
報
告
、
当
該
調
査
に
使
用
す
る
帳
票
類
な
ど

の
運
用
面
を
整
備
す
る
た
め
、
新
た
に
要
綱
及

び
要
領
を
策
定
し
、
当
該
調
査
に
お
け
る
運
用

の
改
善
・
明
確
化
に
取
り
組
ん
だ
。
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ま
た
、
当
該
調
査
に
つ
い
て
は
、
年
間
に
実

施
で
き
る
回
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
調
査
に

至
る
前
の
抑
止
策
と
し
て
、
従
前
、
多
部
位
に

対
し
て
の
み
行
っ
て
い
た
注
意
喚
起
の
通
知
文

を
5
項
目
（
多
部
位
・
長
期
・
頻
回
・
部
位

転
が
し
・
画
一
的
）
に
拡
大
し
、
請
求
内
容
の

改
善
に
努
め
た
。

　
　

加
え
て
、
過
去
に
当
該
調
査
を
実
施
し
た
施

術
機
関
に
つ
い
て
、
改
善
状
況
を
定
期
的
に
確

認
し
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
施
術
機
関
に
対
し

て
は
、
審
査
委
員
会
の
判
断
に
よ
り
、
通
知
文

の
再
送
付
や
再
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
5
）　

令
和
6
年
1
月
に
実
施
し
た
次
期
国
保

総
合
シ
ス
テ
ム
及
び
国
保
総
合
外
付
け
シ
ス
テ

ム
（
以
下
「
次
期
シ
ス
テ
ム
等
」
と
い
う
。）

に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
化
に
伴
う
更
改
作
業
に
つ

い
て
は
、
12
月
28
日
か
ら
令
和
6
年
1
月
4

日
に
か
け
、
デ
ー
タ
の
抽
出
・
移
送
や
ク
ラ
ウ

ド
環
境
へ
の
切
替
作
業
等
を
国
保
中
央
会
と
連

携
し
て
対
応
し
、
問
題
な
く
切
替
作
業
は
終
了

し
た
。

　
　

ま
た
、
改
革
工
程
表
に
基
づ
く
令
和
6
年

4
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
支
払
基
金
と
の
受
付

領
域
の
共
同
利
用
化
に
係
る
シ
ス
テ
ム
切
替
作

業
に
向
け
て
、
令
和
6
年
3
月
に
運
用
テ
ス

ト
等
の
事
前
検
証
作
業
を
行
っ
た
。

　
　

な
お
、
旧
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
で
使
用
し
た

オ
ン
プ
レ
ミ
ス
の
シ
ス
テ
ム
サ
ー
バ
等
機
器
に

つ
い
て
は
、
次
期
シ
ス
テ
ム
等
が
安
定
稼
働
し

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
各
委
託
事
業

者
と
調
整
を
図
り
早
期
に
撤
去
し
、
経
費
節
減

に
努
め
た
。

（
6
）　

次
期
国
保
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム（
以
下「
次

期
集
約
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
の
ク
ラ
ウ
ド

化
に
伴
う
機
器
更
改
作
業
に
向
け
て
、
軽
微
な

機
能
改
修
に
よ
る
影
響
や
、
端
末
切
替
に
伴
う

市
町
村
作
業
等
に
つ
い
て
、
手
順
書
等
の
資
料

に
基
づ
き
、
市
町
村
の
担
当
者
に
向
け
た
説
明

会
を
4
回
開
催
し
、
市
町
村
へ
の
情
報
提
供

を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
事
務
の
負
担
軽
減

に
努
め
た
。

　
　

な
お
、
当
初
予
定
し
て
い
た
令
和
6
年
3

月
末
の
次
期
集
約
シ
ス
テ
ム
の
本
番
切
替
作
業

に
つ
い
て
、
市
町
村
が
実
施
す
る
予
定
で
あ
っ

た
P
I
A
（
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
）
が

一
部
完
了
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
厚
労
省
・

県
・
国
保
中
央
会
と
調
整
し
た
結
果
、
当
該
作

業
を
令
和
6
年
4
月
末
に
後
ろ
倒
し
し
た
が
、

問
題
な
く
当
該
作
業
を
完
了
し
た
。

　
4　

�

医
療
費
適
正
化
の
推
進
等
、
保
険
者
支
援

の
充
実
・
強
化

（
1
）　

第
2
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
平
成
30

年
度
～
令
和
5
年
度
）
を
踏
ま
え
た
保
険
者

等
支
援
の
具
体
的
な
方
策
を
決
定
す
る
た
め
、

6
月
に
第
1
回
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員

会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
国
保
・
後
期
高
齢
者

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
申
請
の
あ
っ
た
31
市

町
村
・
1
組
合
・
県
・
広
域
連
合
を
対
象
に
、

委
員
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
場
と
し
て
、
県
事

業
や
「
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施
」（
以
下
「
一
体
的
実
施
」
と
い
う
。）

に
関
係
す
る
事
業
を
対
象
と
し
た
第
1
部
会

及
び
国
保
に
関
係
す
る
事
業
を
対
象
と
し
た
第

2
部
会
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
、
個
別
の
状
況

に
応
じ
た
事
業
評
価
・
助
言
に
繋
げ
た
。

　
　

第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
（
令
和
6
年

度
～
令
和
11
年
度
）
の
策
定
支
援
に
つ
い
て
は
、

早
期
に
着
手
し
た
い
と
い
う
保
険
者
等
の
要
望

に
応
え
る
た
め
、
5
月
に
第
1
回
課
題
別
研

修
会
を
開
催
し
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
策
定
の

手
引
き
に
係
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
構
成

員
を
務
め
た
2
名
の
学
識
経
験
者
を
講
師
と

し
て
招
い
た
。

　
　

10
月
に
は
第
2
回
課
題
別
研
修
会
を
開
催
し
、

効
果
的
・
効
率
的
な
新
計
画
の
策
定
支
援
を
目

的
に
、
学
識
経
験
者
で
あ
る
支
援
・
評
価
委
員

か
ら
保
険
者
等
へ
助
言
を
行
っ
た
。
ま
た
、
12

月
に
は
、
前
述
の
第
1
部
会
・
第
2
部
会
を

受
け
て
、
保
険
者
等
に
お
け
る
重
症
化
予
防
及

び
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
事
業
の
進
捗
等

を
確
認
す
る
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

を
2
回
に
分
け
て
開
催
し
た
。

　
　

令
和
5
年
度
の
総
括
と
し
て
、
令
和
6
年

2
月
に
第
2
回
保
健
事
業
支
援
・
評
価
委
員

会
を
開
催
し
、
各
委
員
か
ら
1
年
間
の
活
動

に
つ
い
て
意
見
・
感
想
な
ど
を
発
表
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
令
和
6
年
度
に
向
け
た
保
険
者

支
援
方
針
等
を
協
議
し
た
。

（
2
）　

一
体
的
実
施
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
、

広
域
連
合
及
び
広
域
連
合
の
委
託
を
受
け
て
事

業
を
行
う
19
市
町
村
か
ら
国
保
・
後
期
高
齢
者

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
申
請
が
あ
り
、
上
記

（
1
）
の
第
1
部
会
に
お
い
て
、個
別
課
題
（
糖

尿
病
重
症
化
予
防
、
低
栄
養
、
口
腔
機
能
、
重

複
・
頻
回
受
診
、
健
康
状
態
不
明
者
等
）
に
対

し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
事
業
評
価
・
助
言

に
繋
げ
た
。

　
　

ま
た
、
一
体
的
実
施
に
必
要
と
さ
れ
る
特
定

健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
を
介
し
た
国
保

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
（
以
下
「
K
D
B

シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
。）
へ
の
後
期
高
齢
者
健

診
デ
ー
タ
の
登
録
は
全
市
町
村
が
年
度
内
に
完

了
し
、
国
が
示
す
一
体
的
実
施
の
開
始
期
限
で

あ
る
令
和
6
年
度
の
前
に
準
備
が
整
っ
た
。

　
　

11
月
に
は
広
域
連
合
と
共
催
で
全
市
町
村
向

け
に
一
体
的
実
施
に
係
る
研
修
会
を
開
催
し
、

「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
の
事
業
展

開
」
を
テ
ー
マ
に
有
識
者
に
よ
る
講
義
を
行
っ

た
ほ
か
、
市
町
村
に
お
け
る
好
事
例
の
横
展
開

を
目
的
に
、
4
市
町
か
ら
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

（
3
）　
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
実
施
率
向

上
支
援
事
業
」
で
は
1
市
1
町
、「
保
健
指
導

の
充
実
支
援
事
業
」
で
は
2
市
2
町
、「
健
康

ま
つ
り
事
業
等
支
援
事
業
」
で
は
7
市
7
町

に
対
し
て
、神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会
「
い
ち
ょ

う
の
会
」
の
在
宅
保
健
師
（
以
下
「
在
宅
保
健

師
」
と
い
う
。）
を
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
し
、
直
接

被
保
険
者
へ
受
診
・
利
用
の
勧
奨
を
行
う
な
ど
、

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
、
特
定
保
健
指
導
の

実
施
率
向
上
に
繋
が
る
よ
う
保
険
者
支
援
を

行
っ
た
。

　
　

ま
た
、「
予
防
・
健
康
づ
く
り
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
5
市
2
町
に
対
し
て
在
宅
保

健
師
を
派
遣
し
た
こ
と
に
加
え
、
課
題
分
析
を

希
望
し
た
2
市
2
町
に
対
し
て
、
本
会
保
健

師
が
K
D
B
シ
ス
テ
ム
等
の
デ
ー
タ
を
分
析

の
う
え
作
成
し
た
「
K
D
B
等
の
分
析
に
基

づ
く
生
活
習
慣
病
対
策
の
た
め
の
現
状
分
析
と

課
題
設
定
」
を
提
供
し
た
。

　
　

さ
ら
に
、「
健
康
測
定
機
器
等
貸
出
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
K
D
B
シ
ス
テ
ム
端
末
操
作

研
修
の
会
場
に
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
量
測
定
器
」

や
、
新
た
に
購
入
し
た
血
管
年
齢
が
測
定
で
き

る
「
医
用
電
子
血
圧
計
」
な
ど
の
健
康
測
定
機

器
の
実
機
を
展
示
し
、
参
加
し
た
保
険
者
職
員

に
実
際
に
体
験
を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
貸
出
し

の
促
進
に
繋
が
る
よ
う
工
夫
し
た
。

　
　

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
県
と
協
働
で
「
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
県
西
地
区
の
各

市
町
・
保
健
福
祉
事
務
所
・
郡
市
医
師
会
が
抱

え
る
課
題
の
共
有
や
情
報
交
換
等
を
行
っ
た
。

（
4
）　

K
D
B
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
初
任
者
向
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け
の
端
末
操
作
研
修
（
国
保
版
・
後
期
版
）
は

11
日
間
で
計
18
回
行
い
、
99
名
が
参
加
し
た
。

　
　

ま
た
、
同
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
一
体
的
実
施

に
か
か
る
端
末
操
作
研
修
に
つ
い
て
は
、
11
日

間
で
計
16
回
行
い
、
65
名
が
参
加
し
た
。

　
　

ま
た
、
県
の
モ
デ
ル
事
業
が
正
式
な
事
業
と

な
り
、
引
き
続
き
K
D
B
シ
ス
テ
ム
の
外
付

け
機
能
で
あ
る
「
か
な
が
わ
糖
尿
病
未
病
改
善

モ
デ
ル
事
業
対
象
者
抽
出
機
能
」
を
活
用
し
、

8
月
に
県
及
び
全
市
町
村
に
対
し
て
、
各
種

帳
票
類
を
還
元
し
た
。

　
　
「
デ
ー
タ
分
析
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

本
会
が
有
用
と
判
断
し
た
独
自
作
成
デ
ー
タ
を

第
2
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
最
終
評
価
及

び
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
に
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

策
定
に
お
け
る
参
考
資
料
（
平
成
30
年
度
～
令

和
4
年
度
）」
を
作
成
し
、
全
保
険
者
等
に
提

供
し
た
。
併
せ
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
作
成

の
た
め
、
保
険
者
等
か
ら
個
別
に
申
請
が
あ
っ

た
各
種
デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
適
宜
提
供
し
た
。

そ
の
他
に
も
、「
新
規
人
工
透
析
者
数
等
集
計
表
」

や
「
特
定
健
診
受
診
回
数
別
1
人
当
た
り
医

療
費
状
況
」
な
ど
計
5
種
類
の
独
自
デ
ー
タ

を
保
険
者
等
へ
提
供
し
、
更
な
る
保
険
者
等
支

援
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　

K
D
B
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改
（
ク
ラ
ウ
ド
化
）

の
円
滑
な
導
入
作
業
に
向
け
て
、
8
月
よ
り

国
保
中
央
会
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
各
種
資

料
の
提
供
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
会

内
の
関
係
す
る
部
署
間
で
必
要
な
情
報
の
共
有
、

連
携
を
図
り
、
作
業
が
予
定
ど
お
り
進
む
よ
う

取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
令
和
6
年
3
月

に
滞
り
な
く
K
D
B
シ
ス
テ
ム
の
機
器
更
改

は
完
了
し
た
。

（
5
）　

第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い
て
、
損

害
賠
償
金
に
係
る
収
納
額
の
増
加
と
早
期
収
納

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
約
15
億
7
千
万
円
（
前

年
度
比
11
％
増
）
を
収
納
し
た
。
そ
の
う
ち
加

害
者
直
接
求
償
事
務
に
つ
い
て
は
、
95
件
（
前

年
度
45
件
）
を
受
託
し
、
約
8
1
6
万
円
（
前

年
度
7
4
4
万
円
）
を
収
納
し
た
。

　
　

ま
た
、
第
三
者
行
為
求
償
事
務
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
6
月
29
日
に
W
e
b
に
よ
る
研
修

会
（
1
0
3
名
参
加
）
を
開
催
し
、「
第
三
者

行
為
求
償
事
務
」
に
精
通
し
て
い
る
弁
護
士
を

講
師
に
招
き
、
法
解
釈
の
観
点
か
ら
制
度
と
事

例
を
解
説
す
る
な
ど
、
保
険
者
等
及
び
本
会
の

担
当
職
員
の
専
門
的
な
知
識
の
習
得
・
向
上
を

図
っ
た
。

　
　

併
せ
て
、
研
修
内
容
を
神
奈
川
県
公
式
サ
イ

ト
「
か
な
チ
ャ
ン
T
V
」
か
ら
動
画
配
信
し
、

当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
担
当
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
っ
た
。

　
　

な
お
、
8
月
に
は
国
保
連
合
会
の
担
当
職

員
（
初
任
者
）
向
け
に
国
保
中
央
会
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
・
配
信
し
た
研
修
用
動
画
を
保

険
者
等
の
担
当
職
員
（
初
任
者
）
も
視
聴
で
き

る
よ
う
周
知
し
た
。

　
　

保
険
者
巡
回
相
談
に
つ
い
て
は
、
W
e
b

開
催
に
加
え
て
直
接
保
険
者
を
訪
問
し
て
相
談

等
を
受
付
け
る
支
援
も
再
開
し
、
計
5
保
険

者
に
対
し
て
実
施
し
た
。
事
前
に
質
問
を
受
付

け
、
準
備
し
た
回
答
を
当
日
そ
の
場
で
伝
え
る

こ
と
で
、
よ
り
円
滑
に
質
疑
応
答
・
情
報
交
換

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
6
）　

風
し
ん
に
関
す
る
追
加
的
対
策
事
業
に

係
る
請
求
支
払
業
務
に
つ
い
て
は
、
事
業
延
長

に
伴
い
、
引
き
続
き
実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村

と
連
携
を
図
り
適
切
な
処
理
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
令
和
6
年
3
月
に
厚
生
労
働
省
及

び
国
保
中
央
会
の
通
知
に
お
い
て
、
令
和
7

年
3
月
10
日
ま
で
の
提
出
分
を
も
っ
て
本
会

が
行
う
業
務
は
終
了
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
6
年
度
の
事
業
実
施
に
関
し
て
、

あ
ら
た
め
て
各
関
係
機
関
と
必
要
な
確
認
・
調

整
を
行
っ
た
。

（
7
）　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
係
る
請
求
支
払
業
務
に
つ
い
て
は
、

春
開
始
接
種
が
5
月
8
日
か
ら
、
秋
開
始
接

種
が
9
月
20
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、

必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
い
、
適
切
に
請
求

支
払
業
務
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
11
月
に
厚
生
労
働
省
が
発
出
し
た
事

務
連
絡
「
令
和
6
年
度
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
」
を
受
け
、
本
会

が
行
う
業
務
は
令
和
6
年
4
月
10
日
ま
で
の

提
出
分
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
各
関
係
機
関
に
対
し
て
そ
の
旨
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
業
務
終
了
に
向
け
て
必

要
な
調
整
を
行
っ
た
。

　
5　

�

介
護
保
険
及
び
障
害
者
総
合
支
援
に
係
る

各
業
務
の
円
滑
な
運
営

（
1
）　

保
険
者
が
取
り
組
む
「
介
護
給
付
費
の

適
正
化
」
に
対
す
る
支
援
策
と
し
て
従
来
か
ら

実
施
し
て
い
る
介
護
と
医
療
の
突
合
点
検
及
び

縦
覧
点
検
に
つ
い
て
、
過
誤
対
象
の
判
定
結
果

を
保
険
者
及
び
広
域
連
合
へ
報
告
す
る
と
と
も

に
、
保
険
者
の
事
務
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

過
誤
申
立
情
報
の
代
行
入
力
及
び
登
録
を
遅
延

な
く
行
っ
た
結
果
、
令
和
5
年
度
の
過
誤
対

象
額
と
し
て
、
介
護
と
医
療
の
突
合
点
検
に
つ

い
て
は
3
8
6
8
万
円
、
縦
覧
点
検
に
つ
い

て
は
1
億
9
6
9
万
円
の
効
果
を
上
げ
た
。

　
　

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
分
析
な
ど
の
巡
回
支
援

に
つ
い
て
は
、
各
保
険
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
6
月
）
の
結
果
に
基
づ
き
、
18
保

険
者
に
実
施
し
た
。（
W
e
b
方
式
）

（
2
）　

保
守
期
限
を
迎
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

器
（
ル
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
）
及
び
端

末
の
機
器
更
改
作
業
に
あ
た
り
、
11
月
及
び
12

月
に
県
及
び
各
市
町
村
あ
わ
せ
て
44
拠
点
に
お

い
て
、
ル
ー
タ
・
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
及
び
端

末
の
設
置
・
設
定
を
同
時
に
行
う
こ
と
で
、
作

業
の
効
率
化
を
図
り
経
費
節
減
に
努
め
た
。
ま

た
、
疎
通
テ
ス
ト
及
び
動
作
確
認
を
滞
り
な
く

完
了
し
た
。

（
3
）　

4
月
か
ら
本
稼
働
し
た
「
ケ
ア
プ
ラ
ン

デ
ー
タ
連
携
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
、
3
7
4

件
の
事
業
所
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
の
徴
収
及
び
ケ

ア
プ
ラ
ン
連
携
用
電
子
証
明
書
の
発
行
事
務
等

に
つ
い
て
、
滞
り
な
く
処
理
を
完
了
し
た
。
ま

た
、
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
新
規
事
業
所
向

け
の
説
明
会
に
お
い
て
、
当
該
シ
ス
テ
ム
の
有

効
性
（
業
務
の
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
の
効
果

な
ど
）
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
I
C
T
化

の
普
及
促
進
に
努
め
た
。

（
4
）　

令
和
5
年
度
に
実
施
し
た
令
和
3
年
度

分
の
高
額
介
護
合
算
仮
算
定
処
理
に
お
い
て
、

支
給
額
計
算
処
理
が
正
し
く
行
わ
れ
ず
、
本
会

に
お
い
て
作
成
し
た
誤
っ
た
申
請
勧
奨
通
知
が

被
保
険
者
に
送
付
さ
れ
た
た
め
、
該
当
の

3
6
1
1
世
帯
に
つ
い
て
改
め
て
正
し
い
被

保
険
者
向
け
追
加
勧
奨
通
知
を
作
成
す
る
な
ど

の
対
応
を
行
っ
た
。

　
　

そ
れ
に
伴
い
、
広
域
連
合
か
ら
の
要
請
に
基

づ
き
、
申
請
受
付
後
の
デ
ー
タ
入
力
及
び
支
給

台
帳
の
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
被
保
険
者
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
の
た
め
の
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
た
。

　
　

加
え
て
、
時
効
期
間
経
過
に
よ
り
申
請
で
き

な
い
事
態
を
回
避
す
る
た
め
、
令
和
6
年
12

月
末
ま
で
に
未
申
請
の
該
当
被
保
険
者
に
対
す
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る
再
勧
奨
通
知
の
作
成
に
向
け
た
準
備
を
開
始

し
た
。

（
5
）　

5
月
か
ら
稼
働
し
た
「
か
な
が
わ
自
立

支
援
給
付
費
等
支
払
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
、

事
業
所
が
新
た
に
使
用
す
る
「
請
求
情
報
作
成

ツ
ー
ル
」
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
本
会
あ
て

に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、「
緊
急
時
対
応
計
画
」

を
策
定
し
、
事
業
所
向
け
の
「
緊
急
用
エ
ク
セ

ル
請
求
ツ
ー
ル
」
を
急
遽
用
意
す
る
な
ど
、
適

正
な
請
求
事
務
を
支
援
す
る
た
め
の
対
策
を
実

施
し
た
。

　
　

ま
た
、
電
話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
を
解

消
す
る
た
め
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
当
該
シ
ス

テ
ム
の
開
発
業
者
の
協
力
を
得
て
、
電
話
受
付

体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
当
該
シ
ス
テ

ム
が
抱
え
る
諸
課
題
（
ア
プ
リ
改
修
の
必
要
性

な
ど
）
の
解
決
に
向
け
て
、
県
や
市
町
村
と
協

議
を
重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
稼
働
当
初
の
混
乱

し
た
状
況
は
脱
し
た
。

　
　

な
お
、
再
構
築
業
務
に
つ
い
て
は
一
定
の
整

理
が
つ
い
た
こ
と
を
県
・
市
町
村
と
確
認
し
、

新
た
な
会
議
体
の
設
置
を
前
提
に
再
構
築
に
関

す
る
会
議
体
で
あ
っ
た
「
推
進
会
議
」
及
び
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
」
の
解
散
が
令
和

6
年
3
月
21
日
に
開
催
し
た
「
推
進
会
議
」

で
承
認
さ
れ
た
。

　
6　

�

経
費
削
減
の
推
進
及
び
適
正
な
会
計
事
務

の
遂
行
並
び
に
新
た
な
課
題
へ
の
対
応

（
1
）　

令
和
7
年
度
に
更
改
を
予
定
し
て
い
る

介
護
・
障
害
者
一
拠
点
化
次
期
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
国
保
連
合
会
設
置
機
器
等
に
つ
い
て
、
10

月
に
実
施
さ
れ
た
国
保
中
央
会
一
括
調
達
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
に
取
り
組

ん
だ
。

　
　

ま
た
、
I
T
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
活
用
に

よ
り
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
開
発
及
び
シ
ス
テ
ム
運

用
の
見
積
精
査
で
は
、
試
算
書
の
内
容
を
精
査

す
る
こ
と
で
約
80
万
円
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、

本
会
が
独
自
に
調
達
す
る
機
器
等
の
調
達
精
査

で
は
、
4
件
の
入
札
案
件
に
対
し
て
、
調
達

対
象
、
調
達
方
式
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
妥

当
性
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
結
果
、
予
定
価
格
か

ら
約
5
0
0
万
円
を
削
減
し
た
。

（
2
）　

平
成
26
年
10
月
31
日
付
け
厚
生
労
働
省

通
知
（「
国
保
連
合
会
に
お
け
る
経
理
事
務
に

つ
い
て
」）
に
則
り
、
複
式
簿
記
に
よ
る
財
務

諸
表
を
活
用
し
て
、
実
費
弁
償
を
基
本
と
し
た

適
正
な
財
務
運
営
の
遂
行
に
努
め
た
。

　
　

ま
た
、
本
会
業
務
の
公
正
か
つ
適
正
な
執
行

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
本
会
監
事
監
査
規
則
に
則

り
、
税
理
士
に
よ
る
例
月
検
査
を
通
じ
て
、
事

業
の
実
施
状
況
及
び
前
月
の
出
納
状
況
の
検
査

を
毎
月
行
う
と
と
も
に
、
5
月
及
び
11
月
の

定
例
検
査
の
実
施
並
び
に
本
会
監
事
に
よ
る
決

算
審
査
を
実
施
し
、
適
正
で
透
明
な
会
計
事
務

の
遂
行
に
努
め
た
。

（
3
）　

10
月
1
日
か
ら
導
入
さ
れ
た
消
費
税
の

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
）

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
保
中
央
会
の
指
示

の
も
と
、
税
務
署
及
び
保
険
者
等
の
関
係
機
関

へ
実
施
の
必
要
性
を
確
認
し
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
適
応
し
た
納
入
通
知
書
等
を
作
成
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行
う
な
ど
、
必
要
な
準

備
を
滞
り
な
く
進
め
、
制
度
開
始
ま
で
に
対
応

を
完
了
し
た
。

　
　

ま
た
、「
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
」
に
お
け

る
電
子
取
引
（
電
子
的
に
授
受
し
た
取
引
情
報

を
デ
ー
タ
で
保
存
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

本
会
の
顧
問
公
認
会
計
士
に
確
認
し
、
対
応
義

務
が
あ
る
の
は
「
所
得
税
及
び
法
人
税
に
係
る

保
存
義
務
者
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
会
と
し

て
の
対
応
は
不
要
と
整
理
さ
れ
た
。

　
7　

�

定
年
引
上
げ
制
度
の
適
正
運
用
と
効
率
的

か
つ
計
画
的
な
組
織
体
制
の
整
備

（
1
）　

令
和
5
年
度
か
ら
開
始
し
た
定
年
年
齢

の
段
階
的
な
引
上
げ
に
伴
い
、
フ
ル
タ
イ
ム
で

勤
務
す
る
暫
定
再
任
用
職
員
を
令
和
6
年
度

か
ら
規
約
上
の
職
員
定
数
に
含
む
こ
と
な
ど
、

職
員
定
数
増
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
職

員
の
年
齢
構
成
の
平
準
化
を
勘
案
し
つ
つ
、
中

長
期
的
な
視
点
か
ら
見
た
計
画
的
か
つ
適
正
な

定
数
管
理
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
度
に
お
い

て
は
6
名
を
新
た
に
職
員
と
し
て
採
用
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
　

ま
た
、
定
年
引
き
上
げ
制
度
の
適
正
な
運
用

に
当
た
っ
て
は
、
複
雑
高
度
化
す
る
業
務
に
迅

速
・
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
知
識
や
経
験
等

が
豊
富
な
高
齢
期
職
員
を
最
大
限
活
用
し
つ
つ
、

若
手
・
中
堅
職
員
の
昇
進
機
会
を
確
保
し
、
組

織
全
体
の
活
力
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
役
職
定

年
を
迎
え
た
職
員
を
新
た
に
「
副
係
長
」
と
し

て
配
置
し
た
。

（
2
）　

本
会
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
効
率

的
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
及
び
定
年

年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
に
伴
う
職
員
定
数
の

見
直
し
を
踏
ま
え
、
令
和
6
年
度
か
ら
3
年

間
の
職
員
の
適
正
な
配
置
を
推
進
す
る
た
め
の

方
針
を
示
す
も
の
と
し
て
「
第
2
次
年
度
別

職
員
配
置
（
増
減
員
）
計
画
」
を
策
定
し
た
。

　
8　

�
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
危
機
管
理
対

策
の
推
進

（
1
）　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
I
S
M
S
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
事
務
局
か
ら
管
理

職
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
た
各
種
事
案
・
情
報

を
I
S
M
S
事
務
局
か
ら
全
職
員
に
直
接
周

知
す
る
方
法
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、
係
長
以

上
の
職
員
が
参
加
し
て
い
た
既
存
の
I
S
M
S

活
動
（
説
明
会
及
び
内
部
監
査
等
）
に
つ
い
て

も
副
主
幹
以
上
の
職
員
の
参
加
を
募
り
、
よ
り

多
く
の
職
員
に
対
す
る
教
育
の
機
会
を
増
や
し
、

更
な
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
充
実
・
強
化
に

取
り
組
ん
だ
。

　
　

ま
た
、
令
和
6
年
度
の
改
訂
規
格
「
I
S
O

／
I
E
C
2
7
0
0
1
:
2
0
2
2
」
へ
の
移

行
審
査
に
備
え
て
、
文
書
改
訂
を
行
う
と
と
も

に
、
令
和
6
年
1
月
か
ら
の
改
訂
規
格
の
運

用
開
始
に
あ
た
り
必
要
な
準
備
を
行
っ
た
。

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
課
の
新
事
務
室
へ
の
移
転

に
伴
う
I
S
M
S
適
用
範
囲
拡
大
に
対
応
す

る
た
め
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
等

の
文
書
改
訂
を
行
い
、
新
事
務
室
に
お
け
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
面
の
環
境
及
び
運
用
を
整
備
し
た
。

　
　

な
お
、
11
月
に
臨
時
内
部
監
査
を
実
施
し
、

12
月
に
外
部
監
査
を
受
審
し
た
結
果
、
新
事
務

室
の
I
S
M
S
適
用
拡
大
が
認
め
ら
れ
た
。

（
2
）　

業
務
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
一
環
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
防
止
に
向
け
た
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

本
会
会
館
内
の
審
査
会
場
及
び
会
議
室
等
を
中

心
に
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
施

工
す
る
な
ど
、
本
会
事
業
を
遅
滞
な
く
実
施
す

る
た
め
に
必
要
な
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
。
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国保連発信

神 奈 川 県 国 民 健 康 保 険 団 体 連 合 会 財 産 目 録

1.建　物 令和6年3月31日現在

区　　分 場　　所 取得年月日 取得価格 面　　積

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町27番地1 平成12年11月22日 2,516,358,600円 床面積 6,666.47㎡

3.積立金
区　　分 区分別合計金額 預け入れ先金融機関 預金等種別 金　　額 備　　考

退職給付引当資産 1,179,458,036円 横浜銀行 普通預金 279,458,036円

◎預金等種別内訳
○定期預金
5,727,659,354円

（74.7%）

○債券
　500,000,000円

（6.5%）

○普通預金　
1,444,604,229円

（18.8%）

みずほ証券 債　　券 150,000,000円

SMBC日興証券 債　　券 150,000,000円

大和証券 債　　券 200,000,000円

三井住友信託銀行 定期預金 400,000,000円

運 営 資 金 積 立 金 114,414,494円 三井住友信託銀行 定期預金 114,414,494円

財政調整基金積立資産 514,794,000円 三井住友信託銀行 定期預金 514,794,000円

減価償却引当資産 1,946,092,711円 横浜銀行 普通預金 308,593,000円

三井住友信託銀行 定期預金 1,637,499,711円

国保会館建設資金等
積 立 金 1,649,493,019円 みずほ銀行 普通預金 374,395,000円

三井住友信託銀行 定期預金 1,275,098,019円

電 算 処 理 シ ス テ ム
導入作業経費積立資産 884,644,323円 横浜銀行 普通預金 65,102,000円

三井住友信託銀行 定期預金 819,542,323円

ICT活用業務高度化
積 立 資 産 1,383,367,000円 横浜銀行 普通預金 417,056,193円

三井住友信託銀行 定期預金 966,310,807円

積 立 金 合 計 7,672,263,583円 7,672,263,583円

2.土　地
区　　分 場　　所 取得年月日 取得価格 面　　積

神奈川県国保会館 横浜市西区楠町27番1 平成10年3月31日 959,509,900円 　地積�1,109.24㎡

神奈川県国保会館
駐 車 場 横浜市西区楠町27番6,7 平成14年3月29日 114,050,219円 　  〃� 242.31㎡

〃 横浜市西区楠町28番1,4,5 平成14年3月29日 249,412,781円 　  〃� 529.90㎡

合 　 　 　 　 　 計 1,322,972,900円 　  〃� 1,881.45㎡
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国保連発信

令 和 5 年 度 各 会 計 決 算 状 況

会計区分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引残高
（円）

翌年度へ繰越
（円）収入済額（円） 支出済額（円）

1 一 般 会 計 795,020,385 763,150,282 31,870,103 31,870,103

2 診療報酬審査支払（業務勘定）
特 別 会 計 6,700,638,955 6,387,178,054 313,460,901 313,460,901

3
診 療 報 酬 審 査 支 払

（国民健康保険診療報酬支払勘定）
特 別 会 計

589,889,343,950 589,821,010,529 68,333,421 68,333,421

4
診 療 報 酬 審 査 支 払

（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）
特 別 会 計

33,081,301,552 33,064,968,351 16,333,201 16,333,201

5
診 療 報 酬 審 査 支 払

（出産育児一時金等に関する支払勘定）
特 別 会 計

2,754,184,667 2,753,912,098 272,569 272,569

6
診 療 報 酬 審 査 支 払

（抗体検査等費用に関する支払勘定）
特 別 会 計

803,103,816 803,100,759 3,057 3,057

7 後期高齢者医療事業関係業務
（ 業 務 勘 定 ）　　特 別 会 計 4,414,632,946 4,064,656,379 349,976,567 349,976,567

8
後期高齢者医療事業関係業務

（後期高齢者医療診療報酬支払勘定）
特 別 会 計

1,088,967,168,695 1,088,963,610,453 3,558,242 3,558,242

9
後期高齢者医療事業関係業務

（公費負担医療に関する診療報酬支払勘定）
特 別 会 計

4,405,058,860 4,404,918,643 140,217 140,217

10 介 護 保 険 事 業 関 係 業 務
（ 業 務 勘 定 ）　　特 別 会 計 3,983,454,237 3,559,957,074 423,497,163 423,497,163

11
介 護 保 険 事 業 関 係 業 務

（ 介 護 給 付 費 支 払 勘 定 ）
特 別 会 計

734,460,135,459 734,446,639,187 13,496,272 13,496,272

12
介 護 保 険 事 業 関 係 業 務

（公費負担医療等に関する報酬等支払勘定）
特 別 会 計

9,846,297,098 9,846,114,604 182,494 182,494

13 障害者総合支援法関係業務等
（ 業 務 勘 定 ）　　特 別 会 計 599,248,281 596,318,639 2,929,642 2,929,642

14
障害者総合支援法関係業務等

（障害介護給付費・障害児給付費支払勘定）
特 別 会 計

256,904,445,004 256,902,459,951 1,985,053 1,985,053

15 特定健康診査・特定保健指導等
事 業 特 別 会 計 5,918,743,889 5,797,151,315 121,592,574 121,592,574

16 第三者行為損害賠償支払勘定
特 別 会 計 1,571,464,345 1,571,464,345 0 0

17 職員退職手当積立金特別会計 176,537,602 171,532,075 5,005,527 5,005,527

計 2,745,270,779,741 2,743,918,142,738 1,352,637,003 1,352,637,003
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国保連発信

《5月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,696,175

診
療
費

入　院 27,661 409,264 18,474,860,410 667,903 10,892 1.63
入院外 1,214,421 1,804,723 19,682,914,650 16,208 11,604 71.60
歯　科 300,644 481,875 4,016,811,720 13,361 2,368 17.72

小　　　計 1,542,726 2,695,862 42,174,586,780 27,338 24,865 90.95
調　　　剤 906,305 1,051,619 10,319,985,330 11,387 6,084
訪 問 看 護 10,208 77,886 945,638,830 92,637 558
食事療養費 26,195 1,061,195 703,052,713 26,839 414
合　　　計 2,459,239 2,773,748 54,143,263,653 22,016 31,921

《6月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,688,146

診
療
費

入　院 27,461 399,951 18,476,450,100 672,825 10,945 1.63
入院外 1,202,289 1,777,075 18,975,680,520 15,783 11,241 71.22
歯　科 305,987 485,558 4,124,063,030 13,478 2,443 18.13

小　　　計 1,535,737 2,662,584 41,576,193,650 27,072 24,628 90.97
調　　　剤 889,089 1,024,480 10,020,047,690 11,270 5,936
訪 問 看 護 10,289 73,684 899,894,990 87,462 533
食事療養費 26,108 1,038,622 718,566,599 27,523 426
合　　　計 2,435,115 2,736,268 53,214,702,929 21,853 31,523

《7月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,677,288

診
療
費

入　院 28,375 415,735 19,355,087,100 682,118 11,540 1.69
入院外 1,252,431 1,895,757 20,182,263,390 16,114 12,033 74.67
歯　科 307,720 504,813 4,289,645,300 13,940 2,557 18.35

小　　　計 1,588,526 2,816,305 43,826,995,790 27,590 26,130 94.71
調　　　剤 935,566 1,102,860 11,089,767,620 11,854 6,612
訪 問 看 護 10,506 80,833 983,741,040 93,636 587
食事療養費 45,169 1,092,906 747,455,064 16,548 446
合　　　計 2,534,598 2,897,138 56,647,959,514 22,350 33,774

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

【保険者別1人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1 人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。

【保険者別受診率（一般＋退職）】　※ 受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数
を当該月末の被保険者数で除したものである。

1 人当たり費用額（円）

受診率（％）

5月診療分 6月診療分 7月診療分

5月診療分 6月診療分 7月診療分
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茅
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市

小
田
原
市

藤
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市

鎌
倉
市

平
塚
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横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市
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国保連発信

（令和6年5月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 437,195 20,273,248,614 17,879,013,789 1,887,889,904 506,344,921
短 期 入 所 サ ー ビ ス 18,883 2,056,775,622 1,744,936,460 300,201,654 11,637,508
居 宅 療 養 管 理 指 導 211,801 1,785,746,480 1,569,563,003 166,190,962 49,992,515
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 69,931 9,995,160,444 8,843,847,747 964,414,244 186,898,453
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 26,074 6,015,537,141 5,223,406,902 765,416,136 26,714,103
居 宅 介 護 支 援 233,692 3,278,874,967 3,278,860,698 0 27,142,589
施 設 サ ー ビ ス 56,339 20,129,379,580 16,981,914,697 3,000,165,105 147,299,778
市 町 村 特 別 給 付 55 363,970 327,573 36,397 0
合 　 　 計 1,053,970 63,535,086,818 55,521,870,869 7,084,314,402 956,029,867

《5月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,312,500

診
療
費

入　院 63,696 989,705 42,931,655,540 674,009 32,710 4.85
入院外 1,718,244 2,790,754 31,061,859,330 18,078 23,666 130.91
歯　科 344,358 580,601 4,809,841,580 13,968 3,665 26.24

小　　　計 2,126,298 4,361,060 78,803,356,450 37,061 60,041 162.00
調　　　剤 1,334,168 1,631,155 16,489,924,840 12,360 12,564
訪 問 看 護 11,030 113,019 1,591,986,760 144,332 1,213
食事療養費 59,798 2,371,438 1,612,670,645 26,969 1,229
合　　　計 3,471,496 4,474,079 98,497,938,695 28,373 75,046

《6月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,316,014

診
療
費

入　院 63,438 963,644 42,663,057,760 672,516 32,418 4.82
入院外 1,715,464 2,772,915 30,043,850,730 17,514 22,829 130.35
歯　科 348,044 578,152 4,872,482,580 14,000 3,702 26.45

小　　　計 2,126,946 4,314,711 77,579,391,070 36,475 58,950 161.62
調　　　剤 1,324,685 1,604,432 16,167,145,450 12,205 12,285
訪 問 看 護 11,205 111,259 1,591,488,520 142,034 1,209
食事療養費 59,519 2,307,401 1,636,730,702 27,499 1,244
合　　　計 3,462,836 4,425,970 96,974,755,742 28,004 73,688

《7月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,319,694

診
療
費

入　院 66,619 1,015,614 45,454,686,260 682,308 34,443 5.05
入院外 1,773,945 2,935,522 31,951,924,560 18,012 24,212 134.42
歯　科 347,257 595,980 5,023,429,240 14,466 3,807 26.31

小　　　計 2,187,821 4,547,116 82,430,040,060 37,677 62,461 165.78
調　　　剤 1,384,542 1,723,287 18,160,545,660 13,117 13,761
訪 問 看 護 11,629 121,547 1,708,784,530 146,942 1,295
食事療養費 62,642 2,427,418 1,721,713,782 27,485 1,305
合　　　計 3,583,992 4,668,663 104,021,084,032 29,024 78,822

（令和6年6月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 447,259 21,121,265,780 18,631,545,531 1,953,959,787 535,760,462
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,553 2,171,620,006 1,841,313,156 318,421,398 11,885,452
居 宅 療 養 管 理 指 導 213,644 1,797,444,630 1,579,770,183 166,905,930 50,768,517
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 75,208 11,192,455,685 9,901,442,590 1,082,949,663 208,063,432
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 27,074 6,459,508,967 5,605,412,394 823,812,108 30,284,465
居 宅 介 護 支 援 247,085 3,504,814,318 3,504,814,077 0 30,511,024
施 設 サ ー ビ ス 58,881 21,732,764,182 18,340,042,199 3,232,193,305 160,528,678
市 町 村 特 別 給 付 63 395,420 355,878 39,542 0
合 　 　 計 1,088,767 67,980,268,988 59,404,696,008 7,578,281,733 1,027,802,030

（令和6年7月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 444,127 20,213,096,006 17,829,864,819 1,862,865,361 520,365,826
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,031 2,106,094,157 1,785,175,286 309,409,484 11,509,387
居 宅 療 養 管 理 指 導 222,407 1,871,205,780 1,644,366,290 174,220,434 52,619,056
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 72,926 10,564,224,224 9,345,100,128 1,021,198,657 197,925,439
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 26,662 6,233,543,595 5,409,851,398 794,433,262 29,258,935
居 宅 介 護 支 援 242,948 3,414,745,214 3,414,753,624 0 29,712,752
施 設 サ ー ビ ス 57,837 20,995,444,819 17,724,446,633 3,121,480,676 149,517,510
市 町 村 特 別 給 付 59 369,310 332,379 36,931 0
合 　 　 計 1,085,997 65,398,723,105 57,153,890,557 7,283,644,805 990,908,905

介護給付費の状況

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない
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介
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面
開
催
）
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合
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（
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催
）
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養
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保
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20
日

介
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苦
情
処
理
委
員
会
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保
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会
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介
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給
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審
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（
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日
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介
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9月 8月 7月

運営協議会

広報委員会通常総会

理事会







契

約

番

号

契

約

区

分

契

約

名

称

契

約

先

名

称

担

当

者

締

結

日

終

了

日

22040001 リース セキュリティソフト50ライセンス 〇〇商事 鈴木 2022/4/1 2022/4/30

22040002 売買 ホームページ年間保守 △△物産 田中 2022/4/1 2022/6/30

22040003 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040004 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040005 請負 ＥＣサイト構築 〇△食品 佐藤 2022/4/1 2023/3/31

22040006 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/6/30

22040007 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040008 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040009 リース 業務用ノートパソコン　３０台 □〇高校 佐藤 2022/5/1 2022/6/30

22040010 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040011 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040012 請負 □□ＷＥＢシステム開発業務 □△ソリューション 田中 2022/5/1 2022/7/31↓

Excel形式の
一覧から

該当データを
検索できます

SatuSC
ANペーパ

ーレスか
ら始め

るDX

C r e a t e  a  f u t u r e  w i t h  y o u

https://yokohamadensan.com/
横浜市西区楠町4番地７横浜楠町ビル8階

TEL:045-311-7581
ビジネスソリューション部

E-MAIL:eigyou@yokohamadensan.co.jp

事務所や机を
占領する書類を
電子化

しませんか？
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今後の予定

10月 4～5日 第64回全国国保地域医療学会 いわて県民情報交流センター

11月 8日 運営協議会 神奈川県国保会館

15日 国保制度改善強化全国大会 砂防会館

19日 理事会 神奈川県国保会館

神奈川県国民健康
保険団体連合会

お問い合わせ先 企画事業課　企画事業係　TEL 045-329-3441（直通）　　FAX 045-329-3444
　　　　　　　　　　　　E-mail　kikaku1@kanagawa-kokuho.or.jp

募　集　要　項
■テ ー マ：健康、元気、家族、生きがい

□応募資格： 神奈川県庁、県内市町村、県内国保
組合の職員

□応募方法： 本会から送付する応募用紙により本
会企画事業課あてに E メール、FAX
にて、ご応募ください

□募集期間：令和6年10月11日（金）～11月29日（金）

□選考方法： 令和 7 年 1 月開催予定の広報委員会に
て決定。

応募作品は、未発表のもので、1 保険者 2 点までと
します。なお、応募作品の権利は神奈川県国民健
康保険団体連合会に帰属し、本会作成の機関誌「神
奈川のこくほ・かいご」、ポスター、ホームページ、
各種封筒、印刷物等に掲載されます。

過去の標語
「健康づくりの第一歩 受けて安心 特定健診」

（令和5年度）

「受けよう特定健診 健康づくりのスタートライン！」
（令和6年度）

広報標語募集広報標語募集

あなたの
感性を
本会標語に
生かして
みませんか!

　

最
近
は
動
画
サ
イ
ト
に
猫
が
出
て
く
る
と
つ
い
見
入
っ
て

し
ま
い
、
鳴
き
声
や
仕
草
の
か
わ
い
ら
し
さ
に
気
が
付
く
と

口
元
が
自
然
と
緩
ん
で
い
た
り
し
ま
す
。
ど
の
お
宅
の
猫
も

清
潔
な
室
内
で
愛
情
込
め
て
大
切
に
飼
わ
れ
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
私
自
身
、
現
在
は
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
か
つ
て
実
家
で
猫
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
代
（
昭
和
の
終
わ
り
頃
）
は
飼
い
猫
で
あ
っ

て
も
あ
る
程
度
は
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
仕
方
な

い
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
某
国
民
的
ア
ニ
メ
に

出
て
く
る
飼
い
猫
も
屋
根
に
上
っ
た
り
、
縁
の
下
に
潜
っ
た

り
す
る
場
面
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
の
で
、
当
時
の
飼

い
方
と
し
て
は
一
般
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
頃
住
ん
で
い
た
家
の
裏
手
は
神
社
の
参
道
で
木
が
生

い
茂
り
、
身
を
隠
す
よ
う
な
草
む
ら
も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
の

で
、
猫
に
と
っ
て
は
動
物
と
し
て
の
野
性
を
発
揮
す
る
最
高

の
場
所
で
あ
っ
た
の
で
す
。
朝
に
明
る
く
な
る
と
玄
関
ド
ア

の
前
に
陣
取
り
、
母
に
開
け
て
と
催
促
し
て
、
出
て
い
っ
た

き
り
し
ば
ら
く
戻
っ
て
こ
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
が
よ
く
あ

り
ま
し
た
。
お
腹
を
す
か
せ
て
戻
っ
て
き
た
か
と
思
え
ば
、

埃
だ
ら
け
に
な
っ
て
い
た
り
、顔
に
傷
を
つ
く
っ
て
き
た
り
…
。

　

今
で
は
防
犯
上
あ
り
得
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雨
天

や
寒
い
時
以
外
の
日
中
は
、
家
人
が
い
る
と
き
は
玄
関
や
窓

を
開
け
放
し
に
し
て
い
る
よ
う
な
家
だ
っ
た
の
で
、
猫
に
と
っ

て
は
出
入
り
自
由
、
勝
手
気
ま
ま
に
暮
ら
せ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

昔
が
よ
か
っ
た
と
い
う
つ
も
り
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、

昨
今
の
住
宅
事
情
の
ほ
か
、
感
染
症
、
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
室
内
飼
い
は
も
は
や
常
識
と
は
理
解
し
つ
つ
も
、
令

和
の
時
代
に
生
き
る
猫
た
ち
が
、
出
る
こ
と
の
な
い
外
の
世

界
を
眺
め
て
い
る
様
子
を
見
る
に
つ
け
、
果
た
し
て
猫
に
と
っ

て
の
幸
せ
と
は
、
と
つ
い
余
計
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
の

で
す
。

（
Ｔ
）



健康測定機器等の貸出のご案内
　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこなっ
ております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び健康づくり主管課のみ対象です。

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID・パスワードが必要です）
ホームページアドレス

●お問い合わせ先●
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Eメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は「メタボリ先生」

測�定

●体験者の感想●

血管年齢が実年齢より少しだけ若いと
のことで安心しました。
食事、運動に気を使って良い状態を維
持できるよう頑張ります。

体験したのは、
本会職員　T・Tさん！

（加速度脈波測定器）

血管年齢と肥満度をチェックします。

人差し指または
中指の腹を

センサ―部に軽くのせて
約20秒で測定!!

結�果

血管年齢は49歳!!
実年齢より4歳若い!

必須項目を入力!
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